
管 理 物 件 

１ 施設の名称  ： 札幌市社会福祉総合センター 

２ 施設の所在地 ： 札幌市中央区大通西１９丁目１－１ 

３ 土地 ： 面積  ４４３６.３６m2

４ 建物 ： 構造 鉄骨鉄筋コンクリート造、地下１階地上５階 

     建築面積 ７７５０.２４m2

     延床面積 ７７５０.２４m2（中央老人福祉センター、ひとり親家庭支援センター及び

札幌市視聴覚障がい者情報センター別館を含む） 

     主要施設 別添１－２「社会福祉総合センター主要施設一覧」のとおり 

施設平面図 ： 別添１-３のとおり 

５ 設備 

  電気設備、衛生設備、空調設備、消防設備、その他の附帯設備 
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別添１－２ 

札幌市社会福祉総合センター主要施設一覧 

階 施設等名称 面積（㎡） 備考 

１階 

カフェふらっと ２５.７０

札幌市社会福祉協議会（事務室） ８４.０

札幌市老人クラブ連合会（事務室） ５８.０

視聴覚障がい者情報センター別館 １７９.８０ 札幌市が直営により管理を行う

ひとり親家庭支援センター ４１３.０ 別の指定管理者が管理を行う

札幌市母子寡婦福祉連合会（事務室） ７７.０

札幌市私立保育所連合会（事務室） ４８.５

保育センター ４２.７

２階 

中央老人福祉センター ７３２.０ 別の指定管理者が管理を行う

札幌市シルバー人材センター

中央支部
９５.３７

札幌市社会福祉協議会（事務室）

（地域包括・介護事業） 
１３５.０

３階 

貸会議室

第１会議室 ４２.０

第２会議室 ７２.０

第３会議室 ７６.０

情報センター ２１２.５８

札幌市社会福祉協議会（事務室）

（総務・施設福祉） 
１３１.４２

札幌市社会福祉協議会（事務室）

（総務・地域福祉） 
３００.５

札幌市社会福祉協議会（事務室）

１９９.０

・高齢者・障がい者あんしん 

支援センター 

・ほっとプラザ 

・中国帰国者生活相談室 

・子育てサポートセンター 

４階 

貸会議室

大研修室 ５４５.０

視聴覚兼会議室 １３０.０

特別会議室 ４０.０

福祉用具展示コーナー ２１６.０

札幌市社会福祉協議会

（ボランティア活動センター等）
３２６.０

５階 運動浴室 １５１.０
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札幌市社会福祉総合センター清掃業務仕様について 

１ 業務内容 

  業務遂行のために常に適正な人員を配置し、次に掲げる業務を完全に実施する。 

 日常清掃 

   別紙 1 作業要領に基づき実施する。 

 計画清掃 

   別紙 2 作業要領に基づき実施する。 

 その他 

   散水、軽易な除雪、構内整理及びその他衛生的環境を維持する上で必要な業務 

２ 作業時間 

 日常清掃 

   作業時間は開館時間終了までとする。 

   ただし、事務室、相談室、情報センター（コンピューター室を除く）、アトリウム、

玄関等については、執務開始時刻の30分前までに完了すること。なお、大研修室・

第１～３会議室・特別会議室・視聴覚兼会議室については使用区分により使用後、そ

の都度実施する。 

 計画清掃 

   来館者及び各入居団体職員の執務に影響をおよぼさないように実施する。 

   なお、清掃計画書の作成にあたり、各業種との関連を考慮するとともに、電話、電

気の機器に支障を与えぬように十分注意する。 

 その他 

   随時行う。 

３ 作業回数 

  別紙 1、2に定めた回数は最小限のものであり、常時状況を把握して清潔な環境を維

持する。 

４ 監督者 

  業務執行を指揮監督するため、従業員の中から1名の責任者を定める。 

５ 安全の確保 

  作業の実施にあたって、来館者、各入居団体の職員などに対する事故防止に留意し、

事故に対する一切の責任を負う。 

６ 電気等の節約 

  電気、水道または温水等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

７ 備品等の破損 

  作業の実施にあたって、備品及び設備を破損し、または破損箇所を発見したときは、
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直ちに報告のうえ適切な処置をとること。 

８ 作業計画書の提出 

  業務執行に伴う作業計画書及び人員配置（従業員名簿を含む）を提出すること。当該

計画を変更する場合には、事前に申し出て承認を得ること。 

９ 作業日誌 

  毎日実施した作業結果について作業日誌に記載し、翌日提出すること。 

10 計画清掃の検査 

  定期清掃の作業完了後、その実施内容を報告書により提出し、その内容につき検査を

受けて合格しなければならない。 

  また、この検査が不合格の場合には、指示する方法により、再度作業を実施しなけれ

ばならない。 

11 服装及び名札 

  清掃作業に従事する者には、常に清潔な服装を着用させることとし、胸部に名札をつ

けさせる。 

12 休日 

  休日は年末、年始（12月 29日から翌年1月3日）とする。ただし、年末、年始を

開館する場合の清掃は事前の連絡により行うこととする。 

13 業務の改善 

  業務の実施にあたって、業務内容等に不適当な事項があると認める場合には直ちに改

善の措置を講じること。 

14 その他 

 事務室等で特殊な業務を行っている場合は、必ずその事務室等の指示及び立会いを

受けて作業を実施すること。 

 常にセンターの清潔を維持するよう清掃を行うものとし、要求があったときは作業

完了時の立会い検査に応ずること。この場合要求があれば作業の補修をすること。 

 作業の実施にあたって疑問が生じた場合には、指示を受けて実施すること。 

 盗難、火災発生に注意し、作業終了の際は施錠及び火気処理を確認すること。 

 作業終了に際しては、椅子、及びくず入れ等は所定の場所に戻しておくこと。 

 清掃業務に使用する洗剤、剥離財、樹脂ワックス等は、良質なものを使用すること

とし、事前に承認を受けてから使用すること。 

 清掃用の材料、機械器具等は、すべて指定管理者の負担とする。 

 拾得物は、直ちに届け出ること。 



社会福祉総合センター
○別紙1　日常清掃作業内容

床材 作業内容 説明 作業回数

1 玄関 タイル石 はき・ふき清掃 （1） 掃除機及びモップを用いて床の土・砂・ほこりを取り除く。 ２／週

アトリウム （2） 床の汚れが激しいときは、水拭き又は適正洗剤でふき取る。 ２／週

カフェふらっと 紙屑等処理 （3） 紙屑、空缶、空ビン、ペットボトル等を処理する。 １／日

渡り廊下 間仕切り等清掃 （4） 出入り口の扉・ガラス及び間仕切りガラスをふきあげる。 １／週

金属みがき （5） 金属部分の汚れを除き、磨きあげる。 ２／週

ちりはらい （6） 窓わく、置物等のちりをはらう。 ２／週

2 各階廊下 塩ビシート はき・ふき清掃 （1） ダストクロス及びモップを用いて床の土・砂・ほこりを取り除く。 １／日

各階水のみ場 （2） 床の汚れが激しいときは、水拭き又は適正洗剤でふき取る。 １／日

各階ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ （3） ポリッシャーによるスプレーバフを行う。 １／週

階段 紙屑等処理 （4） 紙屑、空缶、空ビン、ペットボトル等を処理する。 １／日

ふき掃除 （5） テーブル・イスをふきあげる。 １／日

（6） 出入り口の扉・ガラス及び間仕切りガラスをふきあげる。 １／週

金属みがき （7） 金属部分の汚れを除き、磨きあげる。 ２／週

ちりはらい （8） 窓わく、置物等のちりをはらう。 ２／週

手摺拭き （9） 手摺の拭き掃除をする。 ２／週

3 各階トイレ 塩ビシート はき・ふき清掃 （1） 床の掃き掃除を行う。 １／日

洗面室等 （2） 床の水拭きをする。また、汚れの激しいところは、適正洗剤でふき取る。 １／日

紙屑等処理 （3） 紙屑入れの内容物を処理する。 １／日

ふき掃除 （4） 扉、間仕切りのふき掃除をする。 １／週

衛生器具清掃 （5） 衛生陶器類を適正洗剤で洗浄する。 １／日

洗面台等清掃 （6） 洗面台を清掃し、鏡を磨きあげる。 １／日

金属みがき （7） 金属部分の汚れを除き、磨きあげる。 １／日

汚物処理 （8） 汚物を搬出処理する。 １／日

衛生消耗品補給 （9） トイレットペーパー、水石けん等を補給する。 随時

4 エレベーター マット はき・ふき清掃 （1） 掃除機等により、土、砂、ほこりを取り除く １／日

（2） 内壁を空拭きする。 １／日

（3） 金属部分を空拭きする。 １／日

5 各階給湯室 塩ビシート はき・ふき清掃 （1） 床の掃き掃除を行う。 １／日

（2） 床の水拭きをする。また、汚れの激しいところは、適正洗剤でふき取る。 １／日

紙屑等処理 （3） 紙屑入れの内容物を処理する。 １／日

茶がら処理 （4） 茶がらを処理し、容器を洗浄する。 １／日

流し台等清掃 （5） 流し台とその周辺を清掃する。 ２／日

金属みがき （6） 金属部分の汚れを除き、磨きあげる。 １／日

6 地下監視室 コンクリート はき掃除 （1） 床の掃き掃除を行う。 ２／週

紙屑等処理 （2） 紙屑入れの内容物を処理する。 ２／週

手摺拭き （3） 手摺の拭き掃除をする。 １／週

7 外周・中庭 はき掃除 （1） 構内の掃き掃除をする。 随時

外ごみ庫 整理 （2） ごみ庫内の整理を行う。 随時
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1 １階事務室 はき・ふき清掃 （1） 床の掃き掃除を行う。 １／日

・女性団体連絡協議会 塩ビシート （2） 床の水拭きをする。また、汚れの激しいところは、適正洗剤でふき取る。 １／日

・私立保育園連盟 （3） ポリッシャーによるスプレーバフを行う。 １／月

・母子寡婦福祉連合会 （4） ジュウタンは掃除機で清掃する ２／週

相談ｺｰﾅｰ・相談室 紙屑等処理 （5） 紙屑入れの内容物を処理する。 １／日

守衛室 ちりはらい （6） 窓わく、ロッカー等外面の除塵を行う。 ２／週

・老人クラブ連合会 ふき掃除 （7） 扉、間仕切りのふき掃除をする。 ２／週

２階事務室

・社会福祉協議会

・シルバー人材センター

３階事務室

・社会福祉協議会、共用会議室

・情報センター

４階事務室

・社会福祉協議会

・ボランティア活動センター

相談ｺｰﾅｰ・相談室

守衛室

福祉用具展示ホール

2 会議室 はき・ふき清掃 （1） 床の掃き掃除を行う。 ３／週

・第１．２．３会議室 塩ビシート （2） 床の水拭きをする。また、汚れの激しいところは、適正洗剤でふき取る。 １／日

・視聴覚室 〃 （3） ポリッシャーによるスプレーバフを行う。 １／月

・特別会議室 〃 （4） ジュウタンは掃除機で清掃する ３／週

・大研修室（準備室・控室を含む） ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ 紙屑等処理 （5） 紙屑入れの内容物を処理する。 １／日

ちりはらい （6） 窓わく、ロッカー等外面の除塵を行う。 ２／週

ふき掃除 （7） ロッカー・テーブル・イス・黒板をふきあげる。 １／日

（8） 出入り口の扉・ガラス及び間仕切りガラスをふきあげる。 ２／週

3 運動浴室 はき・ふき清掃 （1） 床の掃き掃除を行う。 １／日

（2） 床の水拭きをする。また、汚れの激しいところは、適正洗剤でふき取る。 １／日

浴槽類清掃 （3） 浴槽、洗面器、腰かけ等を適正洗剤で洗浄する。 １／日

洗面台等清掃 （4） 洗面台を清掃し、鏡をふきあげる。 １／日

脱衣棚清掃 （5） 脱衣棚のふきあげ。 １／日

ふき掃除 （6） 扉、間仕切りのふき掃除をする。 １／日

金属みがき （7） 金属部分の汚れを除き、磨きあげる。 １／日

貸室
の場
合は
使用
の都
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札幌市社会福祉総合センター
○別紙2　計画清掃作業要領

床材 作業内容 説明 作業回数

1 玄関 タイル石 床洗浄 （1） 適正洗剤を用いて汚れを完全に除去する。 １／年

アトリウム
ガラス清掃
（窓ｶﾞﾗｽは内側のみ）

（2） ドア、窓ガラスの汚れを落とし水又は適正洗剤を塗布し磨きあげる。 ２／年

ふき清掃 （3） テーブル、イス等を適正洗剤を用いて汚れを除去し、水拭きして仕上げる。 １／月

2 各階廊下 塩ビシート 床洗浄 （1） 適正洗剤を用いてﾎﾟﾘｯｼｬｰで床の土、砂、汚れしみを完全に除去する。 ２／年

各階水飲み場 床ワックス加工 （2） 樹脂ワックスを３回以上かさね塗布する。 １／年

ガラス清掃
（窓ｶﾞﾗｽは内側のみ）

（3） ドア、窓ガラスの汚れを落とし水又は適正洗剤を塗布し磨きあげる。 ６／年

各階ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ 壁面高所清掃 （3） 空調排気口、壁面等を適正洗剤で清掃する。 ２／年

階段 ピータイル ふき清掃 （4） 扉、ガラス、防火扉の汚れを除去する。 ２／年

各階トイレ （5） テーブル、イス等を適正洗剤を用いて汚れを除去し、水拭きして仕上げる。 ２／年

洗面室等 除塵

各階給湯室 塩ビシート

3 エレベーター マット 床洗浄 （1） 適正洗剤を用いてﾎﾟﾘｯｼｬｰで床の土、砂、汚れしみを完全に除去する。 ２／年

4 地下機械室 コンクリート

5 外周 排水溝 （1） 構内の掃き掃除をする。 ２／年

6 バルコニー 床洗浄 （1） 適正洗剤を用いて汚れを完全に除去する。 １／年

ふき清掃 （2） 扉、手すりの汚れを除去する。 １／年

屋上
ガラス清掃
（窓ｶﾞﾗｽは内側のみ）

（3） ドア、窓ガラスの汚れを落とし水又は適正洗剤を塗布し磨きあげる。 １／年

作業箇所

共

用

部

分



1 １階事務室 床洗浄 （1） 適正洗剤を用いてﾎﾟﾘｯｼｬｰで床の土、砂、汚れしみを完全に除去する。 １／年

・女性団体連絡協議会 塩ビシート 床ワックス加工 （2） 樹脂ワックスを３回以上かさね塗布する。 １／年

・私立保育園連盟 壁面高所清掃 （3） 空調排気口、壁面等を適正洗剤で清掃する。 １／年

・母子寡婦福祉連合会 ふき清掃 （4） 扉、ガラス、防火扉の汚れを除去する。 ２／年

・老人クラブ連合会 除塵

２階事務室

・社会福祉協議会

・シルバー人材センター

３階事務室

・社会福祉協議会、共用会議室

・情報センター

４階事務室

・社会福祉協議会

・ボランティア活動センター

相談ｺｰﾅｰ・相談室

守衛室

福祉用具展示ホール

2 会議室 床洗浄 （1） 適正洗剤を用いてﾎﾟﾘｯｼｬｰで床の土、砂、汚れしみを完全に除去する。 １／年

・第１．２．３会議室 塩ビシート 床ワックス加工 （2） 樹脂ワックスを３回以上かさね塗布する。 １／年

・視聴覚室 〃
ガラス清掃
（窓ｶﾞﾗｽは内側のみ）

（3） ドア、窓ガラスの汚れを落とし水又は適正洗剤を塗布し磨きあげる。 ６／年

・特別会議室 〃 壁面高所清掃 （4） 空調排気口、壁面等を適正洗剤で清掃する。 ２／年

・大研修室（準備室・控室を含む） ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ふき清掃 （5） 扉、ガラス、防火扉の汚れを除去する。 ２／年

〃 （6） テーブル、イス等を適正洗剤をもちいて汚れを除去し、水拭きして仕上げる。 ２／年

黒板消しクリーナー清掃 （7） フィルター・スポンジを清掃及び交換する。 ２／年

3 運動浴室 床洗浄 （1） 適正洗剤を用いてﾎﾟﾘｯｼｬｰで汚れを完全に除去する。 １／年

浴槽類清掃 （2） 浴槽、洗面器、腰かけ等を適正洗剤で洗浄する。 ２／週

洗面台等清掃 （3） 洗面台を清掃し、鏡をふきあげる。 ２／週

脱衣棚清掃 （4） 脱衣棚のふきあげ。 １／月

ふき掃除 （5） 扉、間仕切りのふき掃除をする。 ３／年

壁面高所清掃 （6） 空調排気口、壁面等を適正洗剤で清掃する。 ３／年

マット 床洗浄 （7） 適正洗剤を用いてデッキブラシで汚れしみを完全に除去する。 １／週

専

用

部

分



札幌市社会福祉総合センター窓ガラス・照明器具等清掃業務仕様について

１ 対象設備 

 窓ガラス（アトリウム・中庭吹抜、サッシを含む） 

   総 面 積    ９４５.３４㎡ 

   ①東 側      ５８.６８㎡ 

   ②西 側     ２１７.０６㎡ 

   ③南 側     ２２８.３４㎡ 

   ④北 側     １８８.７９㎡ 

   ⑤渡り廊下     ３２.００㎡ 

   ⑥アトリウム吹抜  ５３.８２㎡ 

   （３階部分） 

   ⑦中庭吹抜     ７５.００㎡ 

   ⑧正面スチール部分 ９１.６５㎡ 

 照 明 器 具 

   総 台 数             １，４１３台 

   ①埋込・直付・カバー無 ＦＨＦ１６×１  １０台 

ＦＨＦ１６×２   ４台 

ＦＨＦ３２×１ ２９８台 

               ＦＨＦ３２×２ ４９５台 

               ＦＨＦ３２×３   ７台 

   ②埋込・直付・カバー有  

               ＦＨＦ３２×１  ２８台 

               ＦＨＦ３２×２  ２３台 

③ＬＥＤダウンライト          ２５５台 

   ④ＬＥＤシーリングライト         ３９台 

   ⑤ＬＥＤポールライト           １５台 

   ⑥ＬＥＤブラケット             ３台 

   ⑦ＬＥＤ蛍光灯型器具           ２４台 

   ⑧ＦＬ２０Ｗ                ５台 

   ⑨白熱灯ダウンライト           １６台 

   ⑩白熱灯スポットライト          １９台 

   ⑪投光器                  ６台 

   ⑫高輝度誘導灯              ５４台 

   ⑬電源別置直付埋込非常灯        ２６４台 

２ 業務回数 

  上記の窓ガラス、照明器具を対象とし、年２回実施する。 
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３ 業務内容 

 窓ガラス清掃は、ガラス内外面の煤煙及びほこり等の汚れを中性洗剤で除去し、磨

き上げる。 

 窓ガラスのうち、特に遮光熱被膜サンレックスを施行した部分は、損傷することの

ないよう被膜保護に細心の注意をはらい清掃にあたること。 

 サッシの清掃は、サッシ内外面の煤煙、ほこり及びさび等の汚れを中性洗剤で除去

し磨き上げる。 

 照明器具は、蛍光管、電球及び器具内のほこり等の汚れを除去し磨き上げる。 

 その他上記業務に付帯する業務 

４ 業務計画 

  実施にあたっては計画書を提出し、承認を得ること。 

５ 作業報告等 

  作業期間中毎日実施した作業の「作業報告書」を提出し、当該業務の完了と同時に検

査を受けなければならない。また、検査の結果が不合格の場合には、再度作業を実施し

なければならない。 

６ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、その氏名等を報告する。 

 作業の実施にあたって、指定管理者の責に帰すべき事由により、ガラス、サッシ遮

光熱被膜サンレックス又はセンターの施設設備等を破損したときは、その損害を賠償

するものとする。 

 作業従事者に対して所定の服装等を着用させること。 



札幌市社会福祉総合センター 一般廃棄物収集運搬業務仕様について 

１ 業務内容 

   原則として毎日１回、状況に応じて一般廃棄物を、札幌市指定の清掃工場へ搬出し処

理する。 

２ 塵芥搬出量の報告 

  受託者は、収集の都度、一般廃棄物搬出量記載の伝票を発行し、確認を受けなければ

ならない。また、毎月の数量を集計し報告する。 

３ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、氏名等を報告する。 

 作業従事者に服装及び腕章を着用させること。 

 業務を行うにあたり、自己の車両をもって業務に従事し、必要な作業用器具は自ら

常備する。 

 一般廃棄物の収集運搬中において、運搬車が施設及び器具等に接触等による損傷を

与えた場合、その責において速やかに修復する。 
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社会福祉総合センター  再生可能品収集運搬業務仕様について

１ 業務内容 

   原則として毎週１回、状況に応じて再生可能品を、札幌市指定の清掃工場へ搬出し処

理する。 

２ 再生可能品搬出量の報告 

  受託者は、収集の都度、再生可能品搬出量記載の伝票を発行し、確認を受けなければ

ならない。また、毎月の数量を集計し報告する。 

３ 作業計画書の提出 

  業務遂行のための作業計画書を委託者へ提出し、承認を受ける。 

４ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、氏名等を報告する。 

 作業従事者に服装及び腕章を着用させること。 

 業務を行うにあたり、自己の所有する車両をもって業務に従事し、必要な作業用器

具は自ら常備する。 

 再生可能品の収集運搬中において、運搬車が施設及び器具等に接触等による損傷を

与えた場合、その責において速やかに修復する。 
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社会福祉総合センター 産業廃棄物処理業務仕様について

１ 業務内容 

   産業廃棄物が発生次第、状況に応じて、産業廃棄物を適切に処分できる工場へ搬出し、

処理する。 

２ 産業廃棄物の廃棄の確認 

  受託者は、収集の都度、業務完了届及びマニュフェスト伝票の提出を受けなければな

らない。併せて、OA 機器については写真付きの処分証明書の提出を受けなければなら

ない。 

３ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、氏名等を報告する。 

 作業従事者に服装及び腕章を着用させること。 

 業務を行うにあたり、自己の所有する車両をもって業務に従事し、必要な作業用器

具は自ら常備する。 

 産業廃棄物の収集運搬中において、運搬車が施設及び器具等に接触等による損傷を

与えた場合、その責において速やかに修復する。 
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社会福祉総合センター 機密文書廃棄処理業務仕様について

１ 業務内容 

   機密文書の処分が必要となり次第、状況に応じて、機密文書を適切に処分できる工場

へ搬出し、溶解処理を行う。 

２ 機密文書の廃棄の確認 

  受託者は、収集の都度、業務完了届及び溶解証明書の提出を受けなければならない。 

３ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、氏名等を報告する。 

 作業従事者に服装及び腕章を着用させること。 

 業務を行うにあたり、自己の所有する車両をもって業務に従事し、必要な作業用器

具は自ら常備する。 

 機密文書の収集運搬中において、運搬車が施設及び器具等に接触等による損傷を与

えた場合、その責において速やかに修復する。 
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札幌市社会福祉総合センター 日常保守管理業務仕様について 

１ 対象設備 

別紙 主要設備一覧 

２ 業務内容 

 資格技術者による、別添「設備管理点検要領」に基づく日常点検及び定期点検整備等 

 建設的営繕のうち小規模のもの 

巡視点検などにより日常の施設運営に支障をきたさないように補修する。 

 センター設備の維持管理上、緊急または臨時的に必要と判断される業務 

 設備機器メーカー等の点検調整への立会い 

３ 勤務人員及び業務時間 

 勤務人員及び業務時間は下表のとおりとし、業務に必要な人員を配置し、日勤の現

場責任者を置く。 

 業務時間 勤務人員 

日曜日～金曜日  ８時４５分から１７時１５分 ２人以上 

土曜日、祝日 
 ８時４５分から１２時００分 ２人以上 

１２時００分から１７時１５分 １人以上 

当 直 １７時１５分から ８時４５分 １人以上 

 センターの開館時間及び閉館時間に変更がある場合には、業務実施時間を変更する

場合がある。 

 非常事態等やむを得ない事由がある場合には必要に応じて業務実施時間を変更する

場合がある。 

４ 資格 

保守員中１名以上は下記の資格を有するものとする。 

 電気工事士１種または同等の資格を有するもの。 

 ２級ボイラー技師以上の資格を有するもの。 

 建築物環境衛生管理技術者 

５ 作業計画書の提出 

業務執行に伴う具体的な作業計画書を提出し承認を受ける。また、当該計画を変更す

る場合には、その内容についてあらかじめ文書で提出し、承認を受けなければならない。 

６ 結果報告 

 毎日実施した点検事項について業務日誌に記載し翌日提出する。また、定期点検に

ついてもその都度提出する。 

 整備結果は内容、使用資材、使用量、設備の異常の有無、処置を記載した報告書に

必要書類を添付し、実施の都度報告し承認を得る。 
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 故障修理等を行った場合は、内容、使用資材、使用量、処置を記載した報告書を提

出する。 

８ 責任者の選定 

業務の遂行を指揮監督するため保守員１名を責任者に選任し、その氏名等を報告する。 

９ 安全の確保 

作業の実施にあたり、事故防止に留意し、事故に対する一切の責任を追う。 

10 電気等の節約 

電気、水道、または温水等の使用にあたっては極力節約に努めること。 

11 備品等の故障 

作業の実施にあたって、備品及び設備等を破損し、または破損箇所を発見したときは、

直ちに報告の上適切な処置をとる。 

12 従事者名簿 

保守員の名簿を作成し提出する。 

13 服装及び名札 

保守員は常に清潔な服装を着用し、胸部に名札をつける。 

14 身分証明書の携帯 

保守員は常に身分証明書を携帯する。 

15 保守管理用機材 

測定機、工具等の保守管理に用いる機材は全て指定管理者の負担とする。 



主 要 設 備 一 覧  

１ 電気設備 

設   備 概   要 台 数 

受 変 電 設 備  受電方式 

 三相１線式  ６，０００Ｖ ５０ＨＺ 

 盤形成 

高圧盤  単位閉鎖型 

低圧型  閉鎖型 

 主要機器 

受電版  単位閉鎖型 ＶＣＢ遮断機 

き電盤  単位閉鎖型 ＶＣＢ遮断機 

変圧器  単相変圧器 １００ＫＶＡ ２台 

三相変圧器 ２５０ＫＶＡ １台 

低圧機  動力盤 １台 

電灯盤 ２台 

スコット電圧器・コンデンサー盤 １台 

低圧コンデンサー３¢ ２００Ｖ ２０ＫＶＡ ８個 

一 式 

直 流 電 源 設 備 蓄電池 

 非常照明用  １００Ｖ 

 操作用    １００Ｖ 

充電器 全自動充電方式 

一 式 

幹 線 動 力  配線方式 

電灯単相３線式 ２１０Ｖ/１０５Ｖ 

動力三相３線式 ２１０Ｖ 

非常照明    交流・直流 

 操作盤  制御盤・分電盤 

一 式 

電 灯 設 備  電気方式  単相２線式 ２００Ｖ 

単相２線式 １００Ｖ 

直流    １００Ｖ 

 照明器具  蛍光灯 

LED 灯 

 コンセント 



設   備 概   要 台 数 

自 家 発 電 設 備  発電機  三相 ２１０Ｖ ５０ＨＺ ２００ＫＶＡ 

 原動機  ヂーゼル機関 

 起動用直流電源設備  ＤＣ２４Ｖ 

一 式 

外 灯 設 備 保安電灯  

消 防 用 設 備  自動火災報知設備 

 非常警報設備 

 スプリンクラー設備 

 屋内消火栓設備 

 誘導灯 

 避難器具 

 排煙設備 

 消火器具 

弱 電 設 備  一般放送設備 

 非常放送設備 

 電話設備 

 テレビ共聴設備 

 インターホーン設備 

 電気時計設備 



設   備 概   要 台 数 

エレベーター設備  １号機（乗用） 

制御方式 可変電圧可変周波数方式 

操作方式 セレクチブ・コレクチブ方式 

積載荷重 ７５０㎏ 

定  員 １１名 

速  度 ６０m／min 

動力電源 ＡＣ３¢２００Ｖ 

 電 動 機 ７．５kw 

照明電源 ＡＣ１¢１００Ｖ 

 ２号機（寝台用） 

制御方式 可変電圧可変周波数方式 

操作方式 セレクチブ・コレクチブ方式 

積載荷重 １，０００㎏ 

定  員 １５名 

速  度 ６０m／min 

動力電源 ＡＣ３¢２００Ｖ 

 電 動 機 ９．５kw 

照明電源 ＡＣ１¢１００Ｖ 

 3 号機（寝台用） 

制御方式 可変電圧可変周波数方式 

操作方式 セレクチブ・コレクチブ方式 

積載荷重 １，０００㎏ 

定  員 １５名 

速  度 ４５m／min 

動力電源 ＡＣ３¢２００Ｖ 

 電 動 機 ５．５kw 

照明電源 ＡＣ１¢１００Ｖ 



設   備 概   要 台 数 

中 央 監 視 装 置  データ処理装置  １台 

ＣＰＵ ３２ビット Power PC 667MHｚ 

 ＳＤＲＡＭ 一式 

記憶容量  ５１２ＭＢ×１ 

 カラーＬＣＤ  １台 

２７型 

 データ伝送装置  一式 

ＮＣ-ｂｕｓ 通信速度 4800bps 

 リモート盤  ５面 

閉鎖自立型 

一 式 



主 要 設 備 一 覧 

２ 空調・衛生設備 

設   備 概   要 台 数 

吸収式冷温水機 ガス焚 

冷房能力 ３５１．６ＫＷ 

暖房能力 ３７７．９ＫＷ 

動力容量 ３¢ ２００Ｖ ７．３ＫＶＡ 

２ 基 

真 空 式 温 水 機 ガス焚 

暖房出力 ２８４．７５ＫＷ 

伝熱面積 ９．８５㎡ 

動力容量 ２．５ＫＶＡ 

給湯能力 ４１３．２５ＫＷ 

２ 基 

密 閉 式 冷 却 塔 冷却能力 １３５１ＫＷ 

冷却水量 ３５２０ｌ／ｍｉｎ 

動力容量 冷却ファン５．５ＫＷ 散水ポンプ２．２ＫＷ 

２ 基 

冷温水ヘッダー 往用 ステンレス製 ２５０¢×３，３００Ｌ 

返用 ステンレス製 ２５０¢×３，３００Ｌ 

１ 本 

１ 本 

温 水 ヘ ッ ダ ー 往用 ステンレス製 ２５０¢×３，４００Ｌ 

返用 ステンレス製 ２５０¢×３，４００Ｌ 

１ 本 

１ 本 

冷 却 水 ポ ン プ

（PCD-1） 

渦巻型 １，７６０ ／min×２８m １５ＫＷ ２台 

冷 温 水 ポ ン プ

（PCH-1） 

（PCH-2） 

（PCH-3） 

（PCH-4） 

１次冷温水機系統 

渦巻型 １，０００ ／min×８m  ２．２ＫＷ 

ＦＣＵセンタ 

渦巻型   ５６０ ／min×２２m ３．７ＫＷ 

長生園 

ライン型  １４０ ／min×１８m １．５ＫＷ 

センター 一般 

渦巻型   ７５０ ／min×９m  ２．２ＫＷ 

２ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 



設   備 概   要 台 数 

（PCH-5） 

（PCH-6） 

（PCH-7） 

（PCH-8） 

センター ホール 

ライン型  ３４０ ／min×１６m １．５ＫＷ 

大研修室 

ライン型  ２９０ ／min×１７m １．５ＫＷ 

長生園 一般 

渦巻型   ５２０ ／min×２４m ３．７ＫＷ 

厨房 

ライン型  １４０ ／min×２３m １．５ＫＷ 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

温 水 ポ ン プ

（PH-1） 

（PH-2） 

（PH-3） 

（PH-6） 

（PH-7） 

（PH-8） 

（PH-9） 

（PH-10） 

（PH-11） 

１次温水機 

渦巻型   ５５０ ／min×７m  １．５ＫＷ 

貯湯槽 

ライン型   ９０ ／min×７m ０．２５ＫＷ 

直暖センター 一般 

ライン型  １００ ／min×１３m ０．７５ＫＷ 

２次融雪用 

渦巻型   ２９０ ／min×１８m ２．２ＫＷ 

２次床暖用 

ライン型  ２９０ ／min×１３m １．５ＫＷ 

３次ロードヒーティング 

渦巻型   ２４０ ／min×３３m ３．７ＫＷ 

３次センター床暖 

渦巻型   １３５ ／min×２２m １．５ＫＷ 

３次長生園床暖 

渦巻型   ３１５ ／min×２４m ３．７ＫＷ 

センター２階浴室昇温系統（ＨＥ－４） 

ライン型   ２５ ／min×１４m ０．４ＫＷ 

２ 台 

２ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 



設   備 概   要 台 数 

（PH-12） 

（PH-13） 

 センター運動浴室昇温系統 

ライン型  ２４ ／min×１０m ０．２５ＫＷ 

センター運動浴室温水コイル系統（ＨＥＡ－１） 

 ライン型  ２４ ／min×１１m ０．２５ＫＷ 

１台 

１台 

熱 交 換 器

（HE-1） 

（HE-2） 

（HE-3） 

（HE-4） 

融雪用 

交換熱量 １９６．８６ＫＷ 

センター床暖房用 

交換熱量  ７３．１４ＫＷ 

長生園床暖房用 

交換熱量 １２６．９８ＫＷ 

センター浴室昇温用 

交換熱量  １７．４４ＫＷ 

１ 基 

１ 基 

１ 基 

１ 基 

補 給 水 槽 融雪用 ステンレス製 １００  １ 槽 

膨 張 タ ン ク 密閉式 

冷温水機用   ３４９ 

温水機用    ３５１ 

融雪用      ６７ 

センター床暖房用 ６７ 

長生園床暖房用  ６７ 

２ 槽 

２ 槽 

１ 槽 

１ 槽 

１ 槽 

空冷パッケージ 宿直室系統 

冷房能力 ２，１０５Ｋcal／Ｈ 

暖房能力 １，８６１Ｋcal／Ｈ 

情報センターコンピューター室系統 

冷房能力 １０，０００Ｋcal／Ｈ 

１ 基 

１ 基 



設   備 概   要 台 数 

ファンコイルユニット 冷房能力 １．９３ＫＷ 暖房能力 ３．３５ＫＷ 

冷房能力 ２．３６ＫＷ 暖房能力 ４．０４ＫＷ 

冷房能力 ３．１９ＫＷ 暖房能力 ５．４８ＫＷ 

冷房能力 ３．６６ＫＷ 暖房能力 ６．４３ＫＷ 

冷房能力 ４．６８ＫＷ 暖房能力 ７．５７ＫＷ 

冷房能力 １．９３ＫＷ 暖房能力 ３．３５ＫＷ 

冷房能力 ２．３６ＫＷ 暖房能力 ４．０４ＫＷ 

冷房能力 ３．１９ＫＷ 暖房能力 ５．４８ＫＷ 

冷房能力 ３．６６ＫＷ 暖房能力 ６．４３ＫＷ 

冷房能力 ４．６８ＫＷ 暖房能力 ７．５７ＫＷ 

冷房能力 ６．３８ＫＷ 暖房能力 １１．３６ＫＷ 

冷房能力 ３．４８ＫＷ 暖房能力 ５．６３ＫＷ 

天井カセット型 

冷房能力 ２．５５ＫＷ 暖房能力 ４．５５ＫＷ 

天井カセット型 

冷房能力 ２．９１ＫＷ 暖房能力 ４．８３ＫＷ 

天井カセット型 

冷房能力 ４．５０ＫＷ 暖房能力 ７．１１ＫＷ 

天井カセット型 

冷房能力 ５．７６ＫＷ 暖房能力 ９．１０ＫＷ 

暖房能力 ８，１８０Ｋcal／Ｈ 

暖房能力 ９．５１ＫＷ 

冷房能力 １．５５ＫＷ 暖房能力 ２．６５ＫＷ 

７ 基 

６ 基 

１ 基 

４ 基 

１ 基 

２３基 

４２基 

５ 基 

６ 基 

３ 基 

２ 基 

２ 基 

２ 基 

１ 基 

２ 基 

６ 基 

２ 基 

１ 基 

１ 基 



設   備 概   要 台 数 

ユニット型空調器  センター 一般系統 

給気送風機 ４０，１１６ ／Ｈ ３７．０ＫＷ 

全熱交換機 ２，９００φ ０．４ＫＷ 

環気送風機 ３８，５９０ ／Ｈ ３０．０ＫＷ 

冷却能力 １９３．７２ＫＷ 

加熱能力 ２６２．０９ＫＷ 

加湿器 気化式 ６９Ｋｇ／Ｈ 

煙感知器連動 

 センター ホール系統 

給気送風機  １３，４０６ ／Ｈ １１．０ｋｗ 

冷却能力   １１７．７９ＫＷ 

加熱能力  ２６２．０９ＫＷ  ８６．４７ＫＷ 

加湿器 気化式 ２５ｋｇ／Ｈ 

煙感知器連動 

１ 基 

１ 基 

 センター 大研修室系統 

給気送風機 １２，１１２ ／Ｈ ７．５ＫＷ 

全熱交換機 １，９００φ ０．４ＫＷ 

環気送風機 １２，１００ ／Ｈ ５．５ＫＷ 

冷却能力  ９５．１２ＫＷ 

加熱能力  １００．５８ＫＷ 

加湿器 気化式 ３２ｋｇ／Ｈ 

煙感知機連動 

 長生園 一般系統 

給気送風機 １０，３６０ ／Ｈ ５．５ＫＷ 

冷却能力  ５６．４０ＫＷ 

加熱能力 １３４．１９ＫＷ 

加湿器 気化式 ８６ｋｇ／Ｈ 

煙感知機連動 

１ 基 

１ 基 



設   備 概   要 台 数 

熱交換ユニット  運動浴室系統 

顕熱交換機 

加熱能力  １６．３０ＫＷ 

 長生園 厨房系統 

顕熱交換機 

冷却能力  ４６．２８ＫＷ 

加熱能力  ３３．００ＫＷ 

１ 基 

１ 基 

ルームエアコン

（ 暖 房 専 用 ）

暖房能力 ４．０ＫＷ 

電気容量 ２．０５ＫＷ 

５８台 

給 気 送 風 機  設備機械室（FS-1） 

片吸込シロッコ型 ３．７ＫＷ 

７，６９５ ／Ｈ×５５mmAg 

 電気室・発電機室（FS-2） 

片吸込シロッコ型 １．５ＫＷ 

２，１１０ ／Ｈ×４４０Ｐａ 

 発電機室（非常用）（FS-3） 

軸流形      ３．７ＫＷ 

９，２８０ ／Ｈ×５００Ｐａ 

 駐車場（FS-4） 

片吸込シロッコ型 ２．２ＫＷ 

４，５６０ ／Ｈ×５５０Ｐａ 

 運動浴室（FS-5） 

片吸込シロッコ型 ０．７５ＫＷ 

１，５００ ／Ｈ×５８０Ｐａ 

 長生園（FS-6） 

片吸込シロッコ型 ７．５ＫＷ 

８，５００ ／Ｈ×８７０Ｐａ 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 



設   備 概   要 台 数 

排 気 送 風 機  設備機械室（FE-1） 

片吸込シロッコ型 １．５ＫＷ 

４，８００ ／Ｈ×２８０Ｐａ 

 電気室・発電機室（FE-2） 

片吸込シロッコ型 ０．７５ＫＷ 

２，１１０ ／Ｈ×２３０Ｐａ 

 発電機室（非常用）（FE-3） 

軸流形      １．５ＫＷ 

7，６５０ ／Ｈ×３２０Ｐａ 

 駐車場（FE-4） 

片吸込シロッコ型 １．５ＫＷ 

４，５６０ ／Ｈ×２６０Ｐａ 

 便所（西）（FE-16） 

片吸込シロッコ型 １．５ＫＷ 

４，６１０ ／Ｈ×３００Ｐａ 

 運動浴室（FE-17） 

片吸込シロッコ型 ０．７５ＫＷ 

１６５０ ／Ｈ×４８０Ｐａ 

 食堂・集会所（FE-19） 

直動型 ０．７ＫＷ 

２，０００ ／Ｈ×２３０Ｐａ 

 長生園厨房（FE-31） 

片吸込シロッコ型 ７．５ＫＷ 

８，５００ ／Ｈ×９７０Ｐａ 

 長生園一般（FE-30） 

スクールダンパ ３．７ＫＷ 

５，５３０ ／Ｈ×５１０Ｐａ 

 その他 

０．１～０．４ＫＷ 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

２５台 



設   備 概   要 台 数 

送 風 機 アトリウム循環用（ＦＥ－１） 

１，２００ ／Ｈ×２４０Ｐａ フィルターユニット付き 

５台 

排 煙 機 １７，３００ ／Ｈ×１３７mmAg １１ＫＷ １ 台 

床暖房ヘッダー ＦＨＡ－１ ２５回路 ５０Ａ ２，１２５Ｌ 

ＦＨＡ－２  ２回路 ５０Ａ   ４００Ｌ 

ＦＨＢ－１ １４回路 ５０Ａ １，３００Ｌ 

ＦＨＢ－２ １４回路 ５０Ａ １，３００Ｌ 

ＦＨＢ－３  １回路 ５０Ａ   ３２５Ｌ 

ＦＨＢ－４ １６回路 ５０Ａ １，４５０Ｌ 

ＦＨＢ－５ １６回路 ５０Ａ １，４５０Ｌ 

１ 基 

１ 基 

１ 基 

１ 基 

１ 基 

１ 基 

１ 基 

ロードヒーティング用

ヘ ッ ダ ー

ＲＨ-１ ２５回路 ４０５㎡ 

ＲＨ-２  ４回路  ７０㎡ 

ＲＨ-３  ３回路  ５３㎡ 

ＲＨ-４  ７回路 １１２㎡ 

ＲＨ-５  ４回路  ６０㎡ 

１ 基 

１ 基 

１ 基 

１ 基 

１ 基 

パネルヒーター 渡り廊下 １，６００×１１×９１０ ２．００ＫＷ 

 １，６００×１１×９８０ ２．１５ＫＷ 

２階ホール ５６０×１８３×２，０００ ３．９９ＫＷ 

     ５６０×１８３×４，４００ ９．９７ＫＷ 

特殊浴室 ２８０×４６×２，１００ １．４８ＫＷ 

２階更衣室（男） ４２０×１１×５００ ０．３０ＫＷ 

２階更衣室（女） ４２０×６１×８００ ０．８５ＫＷ 

ホワイエ ２１０×４６×１，９５０ １．２０ＫＷ 

３ 階 作 業 室 ２１０×４６×１，９５０ １．２０ＫＷ 

運動浴室 ２１０×１６２×２，０００ ２．５０ＫＷ 

     ５６０×１１１×２，１００ ２．７７ＫＷ 

５階脱衣室 ４２０×６１×７００ ０．６０ＫＷ 

５階ＥＬＶホール １４０×１３８×２，１００ ２．０８ＫＷ 

２ 台 

２ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

１ 台 

３ 台 

４ 台 

２ 台 

４ 台 



設   備 概   要 台 数 

受 水 槽 ＦＲＰ製サンドウイッチ製 ２槽式 

有効容量 １５．６ 

４，０００×３，０００×２，０００Ｈ 

１ 基 

バランシングタンク ＦＲＰ製サンドウイッチ製 １槽式 

有効容量 ０．４３ 

１，０００×１，０００×１，０００Ｈ 

１ 基 

貯 湯 槽  福祉センター系統 

貯湯容量 ３，０００ 

１，３００¢×２，０００∠ 

 長生園系統 

貯湯容量 ３，０００ 

１，３００¢×２，０００∠ 

１ 基 

１ 基 

密閉式膨張タンク  福祉センター系統 

タンク容量 ６４５ 

膨張容量  ３００ 

 長生園系統 

タンク容量 ６４５ 

膨張容量  ３００ 

１ 基 

１ 基 

電気貯湯式湯沸器  貯湯量 

１２  ０．７５ＫＷ 

 貯湯量 

４０  ２．０ＫＷ 

 貯湯量 

４５  ２．０ＫＷ 

 貯湯量 

９０  ４．０ＫＷ 

４ 台 

１ 台 

２ 台 

１ 台 



設   備 概   要 台 数 

循 環 濾 過 装 置  運動浴室系統 

自動型砂濾過装置式   ０．７５ＫＷ 

濾過能力 ７ ／Ｈ 

 ２階浴室系統 

自動型砂濾過装置式   ０．７５ＫＷ 

濾過能力 ８ ／Ｈ 

１ 基 

１ 基 

熱 交 換 器 ５階プール系統 

交換熱量 １２，０００Ｋcal／Ｈ 

１ 基 

加圧給水ポンプユニット  一般給水系統 

自動交互並列運転型 

８５０ ／min×４２m ５．５ＫＷ×３ 

 空調補給水系統 

自動交互並列運転型 

１１０ ／min×３５m ２．２ＫＷ×２ 

１ 組 

１ 組 

消火ポンプユニット  屋内消火栓系統 

３００ ／min×６２m ７．５ＫＷ 

 スプリンクラー系統 

１，８００ ／min×６４m ３０ＫＷ 

１ 台 

１ 台 

ライン型ポンプユニット  福祉センター給湯循環系統 

４０ ／min×１１m ０．２５ＫＷ 

 長生園給湯循環系統 

５０ ／min×１４m ０．４ＫＷ 

２ 台 

２ 台 



設   備 概   要 台 数 

水 中 型 ポ ン プ  雑排水系統 

１００ ／min×１０m ０．４ＫＷ 

 湧水排水系統 

１００ ／min×１０m ０．４ＫＷ 

２ 台 

２ 台 

気 泡 浴 装 置  ３ ／min×１，７２０m ０．４ＫＷ 

 ３ ／min×１，１３０m ０．４ＫＷ 

１ 組 

１ 組 

水 槽  湧水槽   ２０．７  （カマ場０．８ ）

 消火用水槽     実容量  ９９．５ 

有効容量 ５７．２ 

 空調機器用補給水槽 実容量  １７．１ 

有効容量 １２．３ 



別添 

設 備 管 理 点 検 要 領 

１ 電気関係 

業
務
内
容

点 検 ・ 測 定 項 目 

毎
日
点
検

毎
月
点
検

半
年
点
検

毎
年
点
検

立

会

い

断
路
器

目視点検 ○     

受刃の接触加熱変色、碍子点検、操作機構点検  ○    

絶縁抵抗点検    ○ ○ 

遮
断
器

目視点検 ○     

計器・標示灯などの点検 ○     

操作機構動作    ○ ○ 

真空度点検、母線制御線接続部点検  ○    

接地抵抗測定等    ○ ○ 

母

線

目視点検 ○     

接続部点検、損傷点検  ○    

絶縁抵抗点検    ○ ○ 

変
成
器

目視点検 ○     

温度・音・ヒューズ異常点検 ○     

変
圧
器

目視点検 ○     

避
雷
器

目視点検 ○     

受
配
電
盤

計器点検 ○     

標示灯点検 ○     

コ
ン
デ

ン
サ
ー

目視点検 ○     

監
視
盤

計器表示灯点検 ○     

操作開閉器等点検 ○     

自動制御・コンピューター点検 ○     



業
務
内
容

点 検 ・ 測 定 項 目 

毎
日
点
検

毎
月
点
検

半
年
点
検

毎
年
点
検

立

会

い

蓄
電
池

目視点検 ○     

液面点検、清掃  ○    

比重測定、液温測定、電圧測定等  ○    

発
電
機

外観点検 ○     

燃料・冷却水点検 ○     

潤滑油点検・始動点検等  ○    

低
圧
配
分
電
盤

目視点検 ○     

取付配線点検  ○    

計器表示灯点検 ○     

絶縁抵抗点検    ○ ○ 

時計 調整・確認 ○     

イ
ン
タ

ホ
ー
ン

外観点検 ○     

テ
レ
ビ

アンテナ・増巾器等外観点検  ○    

照
明
器
具

異音・取付等点検  ○    

不点灯取替（随時） ○     

照明器具  ○    

コ
ン
セ
ン
ト

破損・汚損等点検  ○    

開閉器・接続部点検  ○    



２ 空調・衛生関係 

業
務
内
容

点 検 ・ 測 定 項 目 

毎
日
点
検

毎
月
点
検

半
年
点
検

毎
年
点
検

立

会

い

吸
収
式
冷
温
水
機

高圧しゃ断装置点検  ○    

安全弁・安全装置点検  ○    

油圧保護装置点検  ○    

断水しゃ断装置点検  ○    

低圧しゃ断装置点検  ○    

操作盤点検・標示灯装置点検 ○

凍結防止装置点検  ○    

冷房及び暖房の運手状況及び外観点検 ○

油気ポンプ点検  ○    

凝縮器圧力確認 ○    

ガスバーナー汚れ及び損傷の有無確認 ○    

真
空
式
温
水
機

運転状況及び外観点検 ○

操作盤点検・標示灯装置点検 ○

バーナー作動点検 ○

バーナー汚れ及び損傷の有無確認  ○

密
閉
式

冷
却
塔

循環水の水質・水○量確認 ○

シーズンオフ及びインの管理   (○)  ◯ 

ヘ
ッ
ダ
ー

温度・圧力点検 ○ 

洩れの有無確認 ○ 

長
生
園

厨
房

グリースフィルター洗浄（年６回）  ○

フード清掃（年２回）   ○

長
生
園共

通

換気扇 ○ 

ｵｿﾞﾝ脱臭機(食堂３基、1階会議室 1基、1階和室 1基、
２階１基、３階１基、厨房１基) 

○ 



業
務
内
容

点 検 ・ 測 定 項 目 

毎
日
点
検

毎
月
点
検

半
年
点
検

毎
年
点
検

立

会

い

熱
源
ポ
ン
プ

異音・圧力・振動点検 ○     

圧力点検 ○     

グランドパッキン等の点検・手入  ○    

カップリング等の点検・調整  ○    

熱
交
換
器

温度・圧力点検 ○     

洩れの有無点検 ○     

補
給
水
槽

膨
張
水
槽

ボールタップ点検  ○    

外部点検・清掃  ○    

空
冷

パ
ッ
ケ
ー
ジ

フィルターの点検  ○    

内部点検・清掃  ○    

フ
ァ
ン
コ
イ
ル

ユ
ニ
ッ
ト

フィルターの点検・洗浄  ○   

内部点検・清掃  ○   

受
水
槽

バ
ラ
ン
シ
ン
グ
タ
ン
ク

外観点検     （受水槽週１回）  ○    

ボールタップ点検（受水槽週１回）  ○    

水槽内部点検   （受水槽週１回）  ○    

清掃    ○  

貯
湯
槽

外観点検 ○     

温度等点検 ○     

エア抜（週１回）      



業
務
内
容

点 検 ・ 測 定 項 目 

毎
日
点
検

毎
月
点
検

半
年
点
検

毎
年
点
検

立

会

い

ユ
ニ
ッ
ト
型
空
調
器

コイルフィン点検  ○    

加湿器点検  ○    

大型1台及び小型3台の加湿モジュールを隔年で薬剤清
掃 

   ○  

エミリーネーター・ドレンパン・排水管点検  ○    

エミリーネーター清掃   ○   

Ｖベルト・カップリング点検  ○    

動力制御盤点検・表示灯点検 ○     

圧力計・温度計点検 ○     

ダンパー開度点検 ○     

冷・温水弁開度点検 ○     

異音・振動等点検 ○     

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト

フィルター点検・洗浄  ○    

内部点検・清掃  ○    

異音・振動等点検 ○     

圧力計・温度計点検 ○     

ダンパー開度点検 ○     

冷・温水弁開度点検 ○     

給
気
・
排
気
送
風
機
・
排
煙
機

外観点検・清掃 ○     

異音・振動・温度点検 ○     

キャンパス継手損傷点検 ○     

Ｖベルト・カップリング点検 ○     

動力制御盤点検・表示灯点検 ○     

軸受け等への給油  ○    

排煙器手廻しのよる回転部確認   ○   



業
務
内
容

点 検 ・ 測 定 項 目 

毎
日
点
検

毎
月
点
検

半
年
点
検

毎
年
点
検

立

会

い

密
閉
式
膨
張

タ
ン
ク

外観点検 ○     

圧力測定   ○   

配
管
関
係

水洩れ・腐食等点検   ○   

吊金具・支持物等点検   ○   

保温・保冷の断熱材点検   ○   

風
道
関
係

腐食等点検   ○   

吊金具・支持物等点検   ○   

断熱材点検   ○   

電
気
関
係

絶縁抵抗測定    ○ ◯ 

接地抵抗測定    ○ ◯ 

ガ
ス

関
係

ガスメーター点検 ○     

配管・弁等の点検  ○    

オ
ゾ
ン
脱
臭

機
運転状況の点検（2階中央老人 4基） ○     

吹出口カバーの清掃（2階中央老人 4基） 
聞き内部点検清掃、フィルタ清掃・交換 

○     

運
動
浴
槽
・

一
般
浴
槽

残留塩素設定 ○     

温度測定 ○     

ヘアキャッチャー清掃（週１回）  ○    



３ その他 

業
務
内
容

点 検 ・ 測 定 項 目 

毎
日
点
検

毎
月
点
検

半
年
点
検

毎
年
点
検

立

会

い

中
央

監
視

装
置

運転監視状況の点検 ○     

環
境
衛
生
管
理

空気環境測定（１回／２ヶ月）  ○    

残留塩素等検査（１回／週） ○     

ねずみ・昆虫等排除（長生園を除く）   ○   

水質調査   ○   

排管清掃 内廻り（屋内配水管）   ◯   

排水管清掃 外廻り（屋外配水管）    ○  

検

針

水道 ○ ○    

ガス ○ ○    

電気 ○ ○    

ル
ー
フ
排
水

排水路清掃    ○  

ストレーナ清掃  ○    

電
気
式

給
湯
器

外観点検  ○    

内部清掃   ○   

循
環
濾
過
装
置

外観点検 ○     

逆洗操作 ○     

消毒（週１回以上、循環配管含む） ○     

圧力等点検 ○     

自動制御盤点検 ○     

水
道

 簡易専用水道検査    ○  



業
務
内
容

点 検 ・ 測 定 項 目 

毎
日
点
検

毎
月
点
検

半
年
点
検

毎
年
点
検

立

会

い

各
種
ポ
ン
プ

外観点検・清掃 ○     

圧力等点検 ○     

異音・振動・温度等点検 ○     

動力制御盤点検 ○     

軸受け等への給油  ○    

グランドパッキン点検・調整  ○    

気
泡
浴
装
置

外観点検・清掃 ○     

異音・振動・温度等点検 ○     

動力制御盤点検 ○     

湧
水
槽

水位自動調節状況確認  ○    

水槽内部清掃   ○   

消
火
用
水
槽

ボールタップ点検  ○    

雑
排
水
槽

水位自動調節状況確認  ○    

水槽内部清掃   ○   

各
部
空
調

給
排
気
口

内部調整機能点検・清掃    ○  

融
雪
設

備
の
不

凍
液

5 年に 1度の追加または交換     ○ 



別添 特定建築物環境衛生管理業務 

建築物における衛生的環境の確保に関する法律に基づく管理業務を行う。 

１ 環境衛生管理業務 

 特定建築物届出書作成業務 

 特定建築物環境衛生管理技術者の選任 

２ 貯湯槽の清掃業務・・年１回 

３ 煤煙（ガス燃料の窒素酸化物）測定業務・・年２回 



札幌市社会福祉総合センター 消防用設備保守管理業務仕様について 

１ 対象設備 

  別添 1「消防用設備等機器設備表」のとおり。 

２ 業務内容 

 ア 別添 2「消防用設備等点検要領」及び「消防用設備等点検工程表」のとおり。 

 イ 消防に関する関係法令を遵守し、札幌市社会福祉総合センター、札幌市長生園、札

幌市視聴覚障がい者情報センターの防火対象物定期点検を実施すること。 

３ 業務計画書・作業計画書 

  実施にあたっては、業務計画書及び作業計画書を提出し、承認を得ること。 

４ 結果報告 

 整備結果及び試験結果は内容、使用資材、使用量、設備の異常の有無、処置を記載

した報告書に必要書類を添付の上、実施の都度報告し、承認を得ること。 

 故障修理等を行った場合は、内容、使用資材、使用量、処置を記載した報告書を提

出すること。 

５ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、その氏名等を報告する。 

 設備の故障等が発生または発生の恐れがある場合には、速やかに専門技術者により

処置すること。 

 業務の遂行にあたって、従業員の事故防止に十分な配慮をするとともに、事故に対

する一切の責任を負うこと。 
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消 防 用 設 備 機 器 設 備 表  

設備項目 機器名 単位 数量 説明 

１ スプリンクラー設備 加圧送水装置 

（ポンプ方式） 

（電動機） 

台 

台 

１ 

１ 

吹出量 1,000～1,800 /分 

全揚程 72.6～68ｍ 

口径 吹込125、吐口125mm 

回転数 1,500RPM 

電圧 ２００V 

電流 １２１A 

回転数 1,470RPM 

出力 ３０KW（４P） 

呼 水 槽 

（減水警報装置） 

（給水方法） 

槽 １ 容量 ５０ 

フロートスイッチ 

ボールタップ給水 

圧力空気槽 槽 １ 容量 ５０ 

制御盤 台 １  

自動警報弁 槽 １０  

圧力スイッチ 個 １１  

一斉開放弁 個 １  

パイロット弁 台 １ １５A 電気式 

ヘッド 個 1366 閉鎖型スプリンクラーヘッド 

送水口 個 １ 双口 

配管・配線 式 １  

２ 屋内消火栓設備 加圧送水装置 

（ポンプ方式） 

（電動機） 

台 

台 

１ 

１ 

吹出量 270～450 /分 

全揚程 ６９～５９ｍ 

口径  ６５×５０ｍｍ 

回転数 3,000RPM 

電圧  ２００V 

電流  ２８.８A 

回転数 3,000RPM 

出力 ７．５KW（４P） 

呼 水 槽 槽 １ 容量 ５０ 

消火栓格納箱 基 ２０ 消火栓起動リレー組込 

制御盤 台 １  

配管・配線 式 １  



設備項目 機器名 単位 数量 説明 

３ 連結送水管設備 スプリンクラー

用 

個 ２ 
双口 ８kg/㎠

連結送水管用 個 ２ 双口 ３～R階 

5.0～5.5kg/㎠

連結送水管用 個 ２ 双口 ３～５階 

5.5～6.5kg/㎠

４ 自動火災報知設備 防災監視盤 台 １ 自立型 仕様 

 HRN-ABW510FGAZ 

 255AD×2系統  

副受信機 台 ６ HEX-IPG-B 

 R 型表示盤 

総合盤 面 ２１ 
消火栓組込型×20 

一体型×1 

発信機 個 ２１ P 型１級埋込型 PPB-IU 

表示灯 個 ２１ TL-10 

 〃 個 １ 防水型TL-10W 

作動式スポット

型感知器 
個 ６１ 

作 動 式 ｽ ﾎ ﾟ ｯ ﾄ 型 ２ 種 

DSC-2RL 

  〃 個 ７０ 
作動式ｱﾄﾞﾚｯｻﾌﾞﾙ 

（移報端子付） 

  〃 個 １８ 
作動式ｱﾄﾞﾚｯｻﾌﾞﾙ 

（移報端子なし） 

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型 

感知器 
個 １４ 特殊 DFG-1TB60L 

  〃 個 ３２ １種防水型 DFG-1W70L 

熱ｱﾅﾛｸﾞ式ｽﾎﾟｯﾄ

型感知器 
個 ２７ （移報端子付） 

  〃 個 １０ （移報端子なし） 

光電式煙感知器 個 154 ２種 SLV-2 

  〃 個 ５ ２･３種 SLV-2･3 

  〃 個 ２４ ３種 SLV-3 



設備項目 機器名 単位 数量 説明 

４ 自動火災報知設備 光電ｱﾅﾛｸﾞ式 

ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 
個 ４６ （移報端子付） 

  〃 個 ２２ （移報端子なし） 

室外表示灯 個 ５０ FLE-H 

消火栓起動リレー 個 １ フリッカーFL2007D 

配 線 式 １  

予備電源 台 ９  

連動制御盤 台 １ 84/100回線 

  〃 台 １ 14/20回線 

表示盤器 台 １ 98/120回線 

  〃 台 ３ 2/10回線 

煙感知器 個 ３１ 防火戸、シャッター 

防火戸閉鎖器 

（電気錠） 
台 ３４ ラッチ式 ARS-B102 

排煙シャッター 台 ７  

非常放送連動 式 １  

５ 防火・防排煙設備 排煙口手動操作

箱 
台 ６  

防排煙ダンパー 台 ３２ 自動復旧型 

排 煙 機 台 １  

配  線 式 １  

予備電源 台 ２  

６ ガス漏れ火災警報設備 受信機 台 ２ 1/5回線 

副受信機 台 １ 2/10回線 

検知器 個 ２ DC24W KN35 

戸外ブザー 個 ２ KN-98/6L 



設備項目 機器名 単位 数量 説明 

７ 消火器 粉末ABC10型 本 ６０  

粉末ABC20型 本 １  

粉末ABC50型 本 ２  

８ 非常灯及び誘導標識 L53A LED×1

（B） 
台 １２ キャノンランプ点滅・片面直付 

L53B LED×1

（B） 
台 ４ キャノンランプ点滅・片面P吊 

L53D LED×1

（B） 
台 ６ キャノンランプ点滅・両面直付 

L54A LED×1

（C） 
台 １３ 片面直付 

L54B LED×1

（C） 
台 ６ 片面 P吊 

L54C LED×1

（B） 
台 ７ 片面直付 

L54E LED×1

（B） 
台 １ 片面直付 WP 

L54F LED×1

（B） 
台 １ 片面直付  

L55A LED×1

（C） 
台 ７ 片面直付 

L55B LED×1

（C） 
台 １ 片面 P付 

L55C LED×1

（C） 
台 ６ 両面直付 

L55D LED×1

（C） 
台 ３ 両面 P吊 

L56 LED × 1

（C） 
台 ４ 壁埋込型（通路誘導灯） 

H4J  FL40W

×2 
台 ２  

H27  FL40W

×1 
台 ３１  

N42 ｷｾﾉﾝﾗﾝﾌﾟ 台 ２６ 露出型 

光電式煙感知器 台 １２ 階段室（誘導灯用） 

９ 非常通報装置 非常通報装置 台 １  



消 防 用 設 備 等 点 検 要 領 

№ 設 備 名 称 点 検 項 目 

１ スプリンクラー設備 昭和 50 年 10 月 16 日付消防庁告示第 14 号「消防用

設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に

添付する点検表の様式」及び昭和 50 年 11 月 13 日付

消防安第１６８号消防庁安全救急課長通達「消防用設備

等の点検要領」による。 

２ 屋内消火栓設備 同  上 

３ 連結送水管設備 同  上 

４ 自動火災報知設備  同  上 

５ 防火・防排煙設備  同  上 

６ ガス漏れ火災警報設備  同  上 

７ 消 火 器  同  上 

８ 非常灯及び誘導標識  同  上 

９ 非常通報装置  同  上 



別添2 

消防用設備等点検工程表 

№ 設 備 名 称 点検区分 

点検周期 

備 考 

３ヶ月 ６ヶ月 １年 

１ スプリンクラー設備 

機 能  ●   

総 合   ●  

２ 屋内消火栓設備 

機 能  ●   

総 合   ●  

３ 連結送水管設備 

機 能  ●   

総 合   ●  

４ 自動火災報知設備 

機 能  ●   

総 合   ●  

５ 防火・防排煙設備 

機 能  ●   

総 合   ●  

６ ガス漏れ・火災警報設備 

機 能  ●   

総 合   ●  

７ 消火器 

機 能  ●   

総 合   ●  

８ 非常灯及び誘導標識 

機 能  ●   

総 合   ●  

９ 非常通報装置 

機 能  ●   

総 合   ●  



札幌市社会福祉総合センター自動制御機器保守管理業務仕様について 

１ 保守対象機器 

 中央監視装置 

  ア リモート盤（５面） 

ＩＯ-Ｂ1、ＩＯ-1-1、ＩＯ-1-2、ＩＯ-4、ＩＯ-ＰＨ 

  イ 計 装 盤 （10面） 

    ＣＰ－Ｂ１、ＣＰ－１－１、ＣＰ－１－２，ＣＰ－２－１、ＣＰ－２－２ 

    ＣＰ－３－１、ＣＰ－３－２、ＣＰ－４－１、ＣＰ－４－２、ＣＰ－ＰＨ 

 中央監視装置より端末伝送装置を中継して運転される計装機器 

   主な設備機械は下記による。 

  ア ＣＰ-Ｂ1盤に係る設備機械の機器 

    （センター棟全般空気調和器）ＡＣＵ-1系統  １セット 

       換    気   、   〃   ８セット 

                  （モーターダンパー） 

       熱交換器ＨＥ-1、2、３、4   〃   ４セット 

       ロードヒーティングＲＨ1～5 〃  ５セット 

床暖房ＦＨＡ-1、2・ＦＨＢ－１、４、５ 〃   ５セット 

       排水槽高温異常表示     〃   １セット 

       感 震 器        〃   １セット 

ＣＰ－Ｂ１ 制御盤          １ 面 

イ ＣＰ-1-1盤に係る設備機械の機器 

         ＶＡＶ系統(ACU-1)       １５セット 

         床暖房ＦＨＢ-2、3        ２セット 

         Ｃ Ｐ -1-1 制御盤        １ 面 

  ウ ＣＰ-2-1盤に係る設備機械の機器 

         ＶＡＶ系統(ACU-1)        １４セット 

         Ｃ Ｐ -2-1 制御盤        １ 面 

  エ ＣＰ-3-1盤に係る設備機械の機器 

         ＶＡＶ系統(ACU-1)        １６セット 

         Ｃ Ｐ -3-1 制御盤        １ 面 

  オ ＣＰ-4-1盤に係る設備機械の機器 

         ＶＡＶ系統(ACU-1)         ５セット 

         Ｃ Ｐ -4-1 制御盤        １ 面 
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カ ＣＰ-ＰＨ盤に係る設備機械の機器 

   （センター棟ホール空気調和器）ＡＣＵ-2系統  １セット 

（センター棟大研修室空気調和器）ＡＣＵ-3系統  １セット 

   （熱交換器運動浴室系統） ＨＥＡ-1系統  １セット 

（ 運 動 浴 室 昇 温 系 統 ） ＨＥＸ-1系統  １セット 

換   気  ＦＥ-７、15、16系統   ３セット 

                     （モーターダンパー） 

         ＣＰ -ＰＨ制御盤        １ 面 

キ ＣＰ-1-2盤に係る設備機械の機器 

換   気  ＦＥ-19、２０、2１、2７   ４セット 

                     （モーターダンパー） 

         ＣＰ -1-2 制御盤        １ 面 

ク ＣＰ-4-2盤に係る設備機械の機器 

   （熱交換器長生園厨房系統） ＨＥＡ-2系統  １セット 

   （長生園棟空気調和器）   ＡＣＵ-4系統  １セット 

         Ｃ Ｐ -4-2 制御盤        １ 面 

ケ CP-2-2盤に係る設備機械の機器 

         Ｖ Ａ Ｖ 系 統        ３３セット 

         ＣＰ -2-2 制御盤        １ 面 

  コ CP-３-２盤に係る設備機械の機器 

Ｖ Ａ Ｖ 系 統        ３３セット 

         ＣＰ -3-2 制御盤        １ 面 

サ フ ァ ン コ ル 系 統             10 セット 

    ストレージタンク             １セット 

    クーリングタワー             １セット

換  気 ELV機械室 有圧扇        ２セット 

  シ 計 測 温 度 系 統             39 個 

    計 測 湿 度 系 統             ５ 個 

２ 業務内容 

  年２回技術者を派遣し、別添「点検整備要領」に基づき装置・機器の点検を行い、ま

た必要に応じて調整・整備等を行い、機器の機能を十分に発揮し、正常かつ良好な状態

を長期的に維持する。 

  現場の状況に応じて必要と認められる軽微な業務は実施する。 



３ 点検回数 

 中央監視装置 

   年１回 

 中央監視装置より端末伝送装置を中継して運転される計装機器類 

   年２回 

 その他故障時、機能不良時の対応 

   随 時 

４ 業務計画 

  業務実施に当たっては、計画書を提出し承認を得ること。 

５ 結果報告 

 整備結果は内容、使用資材、使用量、設備異常の有無、処置等を記載した報告書に

必要書類を添付し実施の都度承認を得る。 

 故障修理等を行った場合は、内容、使用資材、使用量、処置等を記載した報告書を

提出する。 

６ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、その氏名等を報告すること。 

 故障等が発生または発生の恐れのある場合は、速やかに専門技術者により処置する

こと。 

 業務の遂行にあたって、不注意により生じた故障、破損及び事故等は一切指定管理

者において責任をもって処理すること。 



別添 

中央監視装置  点検整備要領 

１ 外観機能試験 

（中央監視装置） 

 中央監視装置本体（ＭＩＳ，ＳＣＳ） 

 ・目視による外観点検 

・塵芥除去，清掃 

・コネクタ接続状態点検（外れ、弛み、ガタ） 

・電源電圧測定 

・バックアップバッテリー有効期限確認 

・バックアップデータ作成 

・伝送ループチェック 

・各種プログラム作動試験 

・時刻及びカレンダの確認 

 ＬＤＣ ・目視による外観点検 

・塵芥除去，清掃 

       ・コネクタ接続状態点検（外れ、弛み、ガタ） 

       ・画面状態点検（色ズレ、フォーカス） 

 監視用ＰＣ 

       ・目視による外観点検 

・塵芥除去，清掃 

       ・コネクタ接続状態点検（外れ、弛み、ガタ） 

       ・冷却ファン状態点検（異常音、回転ムラ） 

       ・表示確認（異常表示有無） 

       ・ブザー動作確認 

       ・電源電圧測定 

 キーボード，マウス 

・目視による外観点検 

・塵芥除去，清掃 

       ・コネクタ接続状態点検 

       ・操作機能点検（ＬＣＤ画面上確認） 



 プリンタ 

       ・目視による外観点検 

・塵芥除去，清掃 

      ・コネクタ接続状態点検 

       ・プリンタ紙送り機構・印字機構動作確認 

       ・電源電圧測定 

 リモートステーション 

       ・目視による外観点検 

・塵芥除去，清掃 

       ・コネクタ接続状態点検 

       ・端子ネジ締付（弛み） 

       ・ＰＯＷＥＲランプ表示確認 

       ・電源電圧測定 

・バックアップバッテリー有効期限確認 

２ システム総合機能点検 

 発停警報試験 

   中央監視装置・各リモート盤にて発停を行いＣＲＴ・グラフィック表示及び警報の

動作が正しく行われることを確認する。 

   ①個別発停試験 １１６点 

   ②ACU-1～4，HEA-1,2 夏・中間期・冬切換 18点 

   ③各種警報、機器状態確認 ２４０点 

 アナログ入力試験 

   各リモート盤の端子台に模擬入力をし計測し、中央監視装置、ＣＲＴ画面でデータ

を確認し、誤差が±1.5％以内であることを確認する。 

   各種計測値確認 

  ①電力（受電盤）  １箇所 

  ②力率（受電盤）  １箇所 

  ③電流（発電機）  １箇所 

  ④室温      ３０部屋 

  ⑤湿度       ５部屋 

  ⑥温度（温水、冷温水、冷却水、給気、外気） ９点 

 計測量確認 

   各リモート盤の端子台に模擬入力をし中央監視装置、ＬＣＤ画面で取り込んだデー

タをつき合わせチェックする 

   各種計測量確認 

  ①電 力 量  受電盤、低圧電灯盤２、低圧動力盤 

  ②水道使用量  センター・長生園 



別添 

自動制御機器 点検整備要領 

区 分 系統名 機器名称 形 番 数 量 目視清掃 内部調整 増し締め 動作テスト 点検回数

Ｐ-Ｂ1 

ＡＣＵ-1 挿入形サーモスタット TY9800Z ２ ○   ○ ２ 

挿入形ヒューミデイスタット Ｈ69Ａ １ ○   ○ ２ 

挿入形湿度センサ TY7803Z １ ○    ２ 

デジタル指示調節計 R36 ２  ○  ○ ２ 

差圧発信器 RY9000D １ ○    ２ 

アイソレータ RYY792S １  ○  ○ ２ 

比率設定器 RYY792B １  ○  ○ ２ 

コントロールモータ MY3000E １  ○  ○ ２ 

バルブリンケージ Q455C １  ○  ○ ２ 

三方弁 HMT １ ○  ○  ２ 

直結形ダンパ操作器 MY6050A ２  ○  ○ ２ 

モジュトロールモータ Ｍ604Ｃ ２  ○  ○ ２ 

〃 M904E １  ○  ○ ２ 

ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ ｰ ﾘ ﾝ ｹ ｰ ｼ ﾞ Ｑ605Ａ ３  ○  ○ ２ 

ﾎ ﾟ ﾃ ﾝ ｼ ｮ ﾒ ｰ ﾀ Ｑ406Ｂ ２    ○ ２ 

DC24V電源 RYY792D １ ○    ２ 

POT/I 変換器 RYY792R １  ○  ○ ２ 

切換スイッチ   1 ○   ○ ２ 

換気 ・  室内形温度調節器 T631A １ ○   ○ １ 

モジュトロールモータ Ｍ604 ８  ○  ○ １ 

ﾀﾞﾝﾊﾟｰﾘﾝｹｰｼﾞ Ｑ605Ａ ８  ○  ○ １ 

熱交換器 

ＨＥ-1、2、3、4

挿入形サーモスタット TY9800Z ４ ○   ○ ２ 

モジュトロールモータ MY3000E １  ○  ○ ２ 

弁リンケージ Ｑ455Ｃ １  ○  ○ ２ 

三方弁本体 R-BAHSC-41 １ ○  ○  ２ 

アクチュエータ MY5320A ３  ○  ○ ２ 

三方弁本体 VY5323A ３ ○  ○  ２ 

ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ 

ＲＨ-1～5 

アクチュエータ MY5310A ５  ○  ○ １ 

三方弁本体 VY5323A ５ ○  ○  １ 

床暖房 

ＦＨＡ－１、２・ＦＨＢ－１、４、５

アクチュエータ MY5310A ５  ○  ○ ２ 

三方弁本体 VY5323A ５ ○  ○  ２ 

感振器 ビブコン Ｖ725 １ ○  ○  １ 

排水槽高温異常 挿 入 形 セ ン サ TY7830B １ ○    １ 

デジタル指示調節計 R36   ○  ○ １ 

ＣＰ-Ｂ1 制 御 盤  １面 ○   ○ ２ 



区 分 系統名 機器名称 形 番 数 量 目視清掃 内部調整 増し締め 動作テスト 点検回数

ＣＰ-1-1 ＶＡＶ 

(ACU-1) 

室内形サーモスタット Ｔ9065Ｂ １４ ○   ○ １ 

入切スイッチ － １５ ○   ○ １ 

ＶＡＶ － １５    ○ １ 

床暖房 

ＦＨＢ-2、3 

アクチュエータ MY5310A ２  ○  ○ ２ 

三方弁本体 VY5323A ２ ○  ○  ２ 

ＣＰ-1-1 制 御 盤  １面 ○   ○ １ 

ＣＰ-2-1 ＶＡＶ 

(ACU-1) 

室内形サーモスタット Ｔ9065Ｂ １３ ○   ○ １ 

入切スイッチ － １４ ○   ○ １ 

ＶＡＶ － １４    ○ １ 

ＣＰ-2-1 制 御 盤  １面 ○   ○ １ 

ＣＰ-3-1 ＶＡＶ 

(ACU-1) 

室内形サーモスタット Ｔ9065Ｂ １５ ○   ○ １ 

入切スイッチ － １６ ○   ○ １ 

ＶＡＶ － １６    ○ １ 

ＣＰ-3-1 制 御 盤  １面 ○   ○ １ 

ＣＰ-4-1 ＶＡＶ 

(ACU-1) 

室内形サーモスタット Ｔ9065Ｂ ４ ○   ○ １ 

入切スイッチ － ５ ○   ○ １ 

ＶＡＶ － ５    ○ １ 

ＣＰ-4-1 制 御 盤  １面 ○   ○ １ 

ＣＰ-ＰＨ ＡＣＵ-2 挿 入 形 セ ン サ TY7803Z １ ○    ２ 

室内形ヒューミディスタット Ｈ615Ａ １ ○   ○ ２ 

室内形サーモスタット TY9000Z ２ ○   ○ ２ 

モジュトロールモータ MY3000E １  ○  ○ ２ 

弁リンケージ Ｑ455Ｃ １  ○  ○ ２ 

三方弁本体 HMT １ ○  ○  ２ 

デジタル指示調節計 R36 １  ○  ○ ２ 

直結形ダンパ操作器 MY6050A １  ○  ○ ２ 

タイマー － １  ○  ○ ２ 

ＡＣＵ-３ 挿 入 形 セ ン サ TY7803Z １ ○    ２ 

室内形ヒューミディスタット  Ｈ615Ａ １ ○   ○ ２ 

室内形サーモスタット T9065A ２ ○   ○ ２ 

モジュトロールモータ MY3000E １  ○  ○ ２ 

弁リンケージ Ｑ455Ｃ １  ○  ○ ２ 

三方弁本体 HMT １ ○  ○  ２ 

デジタル指示調節計 R36 ２  ○  ○ ２ 

直結形ダンパ操作器 MY6050A ２  ○  ○ ２ 

モジュトロールモータ M904F １  ○  ○ ２ 



区 分 系統名 機器名称 形 番 数 量 目視清掃 内部調整 増し締め 動作テスト 点検回数

ＣＰ-ＰＨ ＡＣＵ-３ ﾀﾞﾝﾊﾟｰﾘﾝｹｰｼﾞ Ｑ605Ａ １  ○  ○ ２ 

CO2 濃度発信器 CY8100C １  ○  ○ ２ 

タイマー － １  ○  ○ ２ 

ＨＥＡ-1 挿入形サーモスタット TY9800Z ２ ○   ○ ２ 

アクチュエータ MY5323A １  ○  ○ ２ 

三方弁本体 VY5323A １   ○  ２ 

挿 入 形 セ ン サ TY7803Z １ ○    ２ 

デジタル指示調節計 R36 １  ○  ○ ２ 

直結形ダンパ操作器 MY6050A ２  ○  ○ ２ 

ＨＥＸ－１ 挿入形サーモスタット TY9800Z １ ○   ○ １ 

アクチュエータ MY5320A １  ○  ○ １ 

三方弁本体 VY5323A １ ○  ○  １ 

換 気 

ＦＥ-７、15、16

モジュトロールモータ Ｍ604Ｃ ３  ○  ○ １ 

ﾀﾞﾝﾊﾟｰﾘﾝｹｰｼﾞ Ｑ605Ａ ３  ○  ○ １ 

ＣＰ-ＰＨ 制 御 盤  １面 ○   ○ ２ 

ＣＰ-1-2 換 気 

ＦＥ19、20、21、27

モジュトロールモータ Ｍ604Ｃ ４  ○  ○ １ 

ﾀﾞﾝﾊﾟｰﾘﾝｹｰｼﾞ Ｑ605Ａ ４  ○  ○ １ 

ＣＰ-1-2 制 御 盤  １面 ○   ○ １ 

ＣＰ-2-2 ＶＡＶ ＶＡＶ － ３３    ○ １ 

ＣＰ-2-2 制 御 盤  １面 ○   ○ １ 

ＣＰ-3-2 ＶＡＶ ＶＡＶ － ３３    ○ １ 

ＣＰ-3-2 制 御 盤  １面 ○   ○ １ 

ＣＰ-4-2 ＨＥＡ-2 挿入形サーモスタット TY9800Z ２ ○   ○ ２ 

挿 入 形 セ ン サ TY7803Z １ ○    ２ 

デジタル指示調節計 R36 １  ○  ○ ２ 

モジュトロールモータ MY3000E １  ○  ○ ２ 

弁リンケージ Ｑ455Ｃ １  ○  ○ ２ 

三方弁本体 V5013F １ ○  ○  ２ 

直結形ダンパ操作器 MY6050A ４  ○  ○ ２ 

ＡＣＵ-４ 挿入形サーモスタット TY9800Z ２ ○   ○ ２ 

挿入形ヒューミディスタット  Ｈ69Ａ １ ○   ○ ２ 

挿入形温度センサ TY7803Z １ ○    ２ 

差圧発信器 PY9000D ２  ○  ○ ２ 

モジュトロールモータ MY3000E １  ○  ○ ２ 

弁リンケージ Ｑ455Ｃ １  ○  ○ ２ 

三方弁本体 HMT １ ○  ○  ２ 

デジタル指示調節計 R36 ３  ○  ○ ２ 

ＤＣ24Ｖ 電源 RYY792D ２ ○    ２ 



区 分 系統名 機器名称 形 番 数 量 目視清掃 内部調整 増し締め 動作テスト 点検回数

ＣＰ-4-2 ＡＣＵ-4 直結形ダンパ操作器  MY6050A １  ○  ○ ２ 

モジュトロールモータ Ｍ604Ｃ １  ○  ○ ２ 

ﾀﾞﾝﾊﾟｰﾘﾝｹｰｼﾞ Ｑ605Ａ １  ○  ○ ２ 

ＣＰ-4-2 制 御 盤  １面 ○   ○ ２ 

ファンコイル 室内形サーモスタット T6065B １０ ○   ○ １ 

風量切換付サーモプレート QY10A ４ ○   ○ １ 

ｽﾄﾚｰｼﾞﾀﾝｸ 挿入形サーモスタット TY6800Z ２ ○   ○ １ 

ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ 挿入形サーモスタット Ｔ678Ａ １ ○   ○ １ 

換気 ELV 機械室 室内形サーモスタット T631A ２ ○   ○ １ 

計測センサー 温度センサ TY7043Z ２５ ○    １ 

同上変換器 RYY792P ２５  ○  表示テスト １ 

温湿度センサ HTY7043T ５ ○    １ 

同上変換器 RYY792P ５  ○  表示テスト １ 

同上変換器 RYY792V ５  ○  表示テスト １ 

温度センサ TY7830B ６ ○    １ 

同上変換器 RYY792Ｐ ６  ○  表示テスト １ 

温度センサ TY7803Z ３ ○    １ 

同上変換器 RYY792Ｐ ３  ○  表示テスト １ 



札幌市社会福祉総合センターエレベーター設備保守管理業務仕様について

１ 保守管理対象機 

  インバーター制御（ＥＥＲ）式エレベーター設備乗用2基で次の仕様のもの 

 (1) １号機 重量制限  750ｋｇ 60ｍ/min  5 階 

(2) ２号機 重量制限 1,000ｋｇ 60ｍ/min  5 階 

２ 業務内容 

(1)【定期点検】３ヶ月に１回、専門技術者が別添「点検整備要領」に基づき機器・装置

の点検を行い、必要に応じて給油、調整、清掃を行うこと。 

(2)【遠隔点検・遠隔監視】 

① 遠隔点検・遠隔監視のための装置を設置した昇降機設備の運行状態を常時記録し、

その記録を収集して、定期に対象設備を構成する機器及び運転機能を点検する。 

② 遠隔点検エレベーターの運行状況は、定期に遠隔監視点検報告書を提出する。 

③ 別表Ⅰ「遠隔点検内容」対象の項目・内容について変調状態が生じたときは、状

態を確認し、必要に応じて現場で作業を行い、作業報告書を提出する。また、変

調状態に対する処置の結果については、報告書にて報告する。 

(3)【遠隔診断】 

① 受託者が設定した時間帯に自動運転等を行い、定期的に構成する機器及び運転機

能の診断を行う。実施項目は、別表Ⅱ「遠隔診断内容」記載の通りとする。 

② 遠隔診断の結果は、遠隔監視点検報告書にて報告する。 

③ 別表Ⅱ「遠隔診断内容」対象の項目・内容について変調状態が生じたときは、状

態を確認し、必要に応じて現場で作業を行い、作業報告書を提出する。また、変

調状態に対する処置の結果については、報告書にて報告する。 

(4)【閉じ込め信号受信時の対応】 

① 受託者は、リモート点検装置の自動通報による閉じ込め故障発生の信号を受信し

た際、かご内からの音声と画像を使用してかご内の確認を行い、電話回線を使用

した復旧に向けた操作と専門技術員の派遣を行う。 

② 上記閉じ込め受信時の対応は、通信回線上の機能障害、電気の供給停止等により、

電話回線を使用した復旧操作ができない場合は不要とする。 

③ 受託者は、利用者の安全確保が十分ではない場合、または現場での対象設備の状

態確認を優先して行う必要がある場合等、電話回線を使用した復旧操作を実施し

ない判断ができる。この判断については委託者に事前に報告することとする。 

(5) 【ディスプレイへの画像提供】 

① 受託者はかご室内にディスプレイを設置し、以下の映像または画像を表示す

る。 

ア.かご内カメラ映像 イ.受託者指定の画像（利用上の安全啓蒙等） 

ウ.閉じ込め故障信号受信時に直接通話対応中の当会社受信専門員の画像 

② 上記映像または画像は契約業務の目的以外には使用しないこと。 
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③ 受託者は機器の「外観点検」「画像状態の確認」を定期的に行う。 

④ 委託者は機器に障害または故障が生じた場合には受託者に連絡する。これを

怠った場合の損害は委託者負担とする。 

（6）【かご内へのＢＧＭ（音楽）提供】 

   ①受託者は受託者指定の音楽ファイルを受託者所有のフラッシュメモリーに設定し、

かご内にＢＧＭ（音楽）を提供する。 

② 上記音楽ファイルは契約業務の目的以外には使用しないこと。 

③ 受託者はＢＧＭの再生状態を定期的に確認する。 

④ 音楽再生の時間帯は８時から１９時の間とする。 

 (7) 機器構成部品の修理、部品取替えを行うこと。ただし、点検整備要領の備考欄に

（※）を付した事項の実施及び次のものの交換は除くものとする。 

   ア 巻上機のギアケース 

   イ 電動機のフレーム 

   ウ 制御盤等のキャビネット 

   エ かご及びかご内の仕上げ材 

   オ 乗場戸、三方枠、表示器 

  カ その他上記に類するもの 

(8)  定期的に昇降機の総合的点検を実施すること。 

 (9)  故障等の緊急事態に対応できる体制を整えること。 

 (10) 建築基準法第12条及び労働安全衛生法第41条による定期点検、性能点検の立

会いを行うこと。 

３ 業務計画 

  実施にあたっては、計画書を提出し承認を得ること。 

４ 結果報告 

 (1) 整備結果は内容、使用資材、使用量、設備異常の有無、処置等を記載した報告書に

必要書類を添付し実施の都度承認を得ること。 

 (2) 故障修理等を行った場合は、内容、使用資材、使用量、処置等を記載した報告書を

提出すること。 

５ その他 

 (1) 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、その氏名等を報告すること。 

 (2) 故障等が発生または発生の恐れのある場合は、速やかに専門技術者により処置する

こと。 

 (3) 業務の遂行にあたって、不注意により生じた故障、破損及び事故等は一切指定管理

者において責任をもって処理すること。  

  (4) 発注者は、第三者機関立会いの下、仕様内容に関して、履行状況の確認を行うこと

ができるものとする。 
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エ レ ベ ー タ ー 点 検 整 備 要 領 

作業箇所 作業項目 作業内容 周期 備考 

ロープ式エレベー

ター 

1 機械室 

 機械室への通行

及び出入口 

 室内環境 

 主開閉器、受電

盤制御盤、起動盤及

び信号盤 

 荷重試験 

 階床選択器 

 巻上機 

 電磁ブレーキ 

①機械室への通行及び出入りに支障がないこ

とを確認する。 

②出入り口扉の施錠の良否を確認する。 

①室内清掃、室温その他室内環境の良否を点検

し、エレベーターの機能上又は保全の実施上

支障のないことを確認する。 

②手巻きハンドルの設置の有無を点検する。 

③エレベーター設備以外の有無を点検する。 

①作動の良否を点検する。 

②端子の緩み及びヒューズメントの異常の有

無を点検する。 

③次に示す回路の絶縁抵抗を測定し、その良否

を確認する。 

・電動機主回路 

・制御回路 

・信号回路 

・照明回路 

④主開閉器の操作及び動作の良否を点検する。 

 積載荷重の 100％の荷重を載せた場合にお

いて、異常のないことを確認する。 

①スチールテープ等と機械室床の貫通部分と

が接触していないことを確認する。 

②作動の良否を点検する。 

①潤滑状態の良否及び油漏れの有無を点検す

る。 

②歯当りの良否を点検する。 

③回転時に軸受けの音及び振動の異常の有無

を点検する。 

④綱車のひび割れ、ロープ溝の磨耗及びローズ

スリップの有無を点検する 

①作動の良否を点検する。 

②スリップの異常の有無を点検する。 

③ブレーキシュー、アーム及びプランジャーの

作動の良否を点検する。 

３Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

１Ｙ 

１Ｙ 

６Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

３Ｍ 

３Ｍ 

６Ｍ 

労基法対象

物に限る 



作業箇所 作業項目 作業内容 周期 備考 

ロープ式エレベー

ター 

1 機械室 

 そらせ車 

 電動機及び電動

発動機 

 調速機 

 機器の耐震対策 

 主索の緩み検出

装置 

 かご速度検出器 

 昇降路との貫通

部分 

①ロープ溝の磨耗の有無及び取り付けの良否

を点検する。 

②回転状態の異常の有無を点検する。 

①運転状態の良否を点検する。 

②振動、音及び温度の異常の有無を点検する。 

①音及び振動の異常の有無を点検する。 

②ロープ溝の磨耗の有無を点検する。 

③過速スイッチ及びキャッチの作動速度を測

定し、その値が基準値に適合していることを

確認する。 

 地震その他の振動による移動、転倒及び主索

外れ防止装置の良否を点検する。 

 作動の良否を点検する。 

①取り付け状態の良否を点検する。 

②正しく機能していることを確認する。 

 主索及びガバナロープが機械室床の貫通部

分と接触していないことを確認する。 

１Ｙ 

３Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

６Ｍ 

６Ｍ 

１Ｙ 

措置不良の

場 合 修 理

（※） 

２ かご 

 運転状態 

 かご室の周壁、天

井及び床 

 かごの戸及び敷

居 

 かごの戸のｽｲｯﾁ 

 戸閉め安全装置 

 かご操作盤及び

位置表示灯 

 外部への連絡装 

置 

乗り心地、着床段差等の運行状態の良否を点

検する。 

磨耗、さび、腐食等の有無を点検する。 

①ドアシュー及び敷居溝の磨耗の有無を点検

する。 

②取り付けの良否及び戸の隙間の適否を点検

する。 

①取り付け状態の良否を点検する。 

②作動の良否を点検する。 

 戸の反転動作機能などの作動状態の良否を

点検する。 

①作動の良否を点検する。 

②取り付けの良否を点検する。 

 呼び出し及び通話の良否を点検する。 

３Ｍ 

３Ｍ 

６Ｍ 

１Ｙ 

６Ｍ 

６Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 



作業箇所 作業項目 作業内容 周期 備考 

ロープ式エレベー

ター 

２ かご 

 照明 

 停止スイッチ 

 注意銘板の表示 

 停電灯装置 

 かご床先と昇降

路の水平距離 

 専用操作盤 

 鏡及び手摺り 

球切れ及びちらつきの有無を点検する。 

作動の良否を点検する。 

用途、掲載質量（又は積載量）及び最大定員

の表示の適否を点検する。 

①点灯状態の良否を点検する。 

②基準照度を基準時間以上保持できる状態の

バッテリーであることを確認する。 

出入り口の床先とかごの床先との水平距離

及びかご床先と昇降路壁（乗用又は寝台用エレ

ベーターに限る）との水平距離が規定値内にあ

ることを確認する。 

①取り付け状態の良否を点検する。 

②作動の良否を点検する 

取り付けの良否を点検する。 

３Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

１Ｙ 

１Ｙ 

３Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

表示ができ

ない場合の

交換（※） 

異常がある

場合の精密

調査及び修

理（※） 

調整不能の

場合の修理

（※） 

３ かごの周囲及び

昇降路 

 かご上部の外観 

 非常救出口 

 戸の開閉装置 

 かご上安全ｽｲｯﾁ

及び運転装置 

 かごつり車及び

おもりのつり車 

汚れの有無を点検する。 

①かご外部からの開閉の良否を点検する。 

②救出口スイッチを作動させた場合にエレベ

ーターが停止することを確認する。 

①戸の開閉状態及び開閉時間の良否を点検す

る。 

②開閉機構の取り付け状態の良否を点検する。 

③軸受の音及び温度の異常の有無を点検する。 

作動の良否を点検する。 

①回転時に、軸受の音及び振動の有無を点検す

る。 

②ロープ溝の磨耗の有無を点検する。 

③取り付け状態の良否及び亀裂の有無を点検

する。 

３Ｍ 

６Ｍ 

６Ｍ 

３Ｍ 

１Ｙ 

１Ｙ 

６Ｍ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 



作業箇所 作業項目 作業内容 周期 備考 

ロープ式エレベー

ター 

３ かごの周囲及び

昇降路 

 ガイドシュー又

はローラーガイド 

 主索及び調速機

ロープ 

 ガイドレール及

びブラケット 

 非常止め装置 

 非常止めロープ 

 はかり装置 

 つり合いおもり 

 上部ファイナル

リミットスイッチ 

 誘導板及びリミ

ットスイッチ 

 中間つなぎ箱及

び配管 

 着床装置 

 ドアインターロ

ックスイッチ 

 給油器 

 ドアクローザ 

 ハンガーローラ

ー及び連動ロープ 

取り付け状態の良否及び磨耗の有無を点検

する。 

①破断、磨耗及びさびの有無を点検し、基準に

適合していることを確認する。 

②取り付け状態の良否並びにダブルナット及

び割ピンの劣化の有無を点検する。 

③すべての主索が、ほぼ均等な張力であること

を点検する。 

①取り付け状態の良否を確認する。 

②さび、変形、磨耗等の有無を点検する。 

①取り付け状態の良否を点検する。 

②非常止めの試験を行い、異常のないことを確

認する。 

 さび、捩戻り、変形等の有無及び取り巻きの

良否を点検する。 

 作動した場合に警報を発し、かつ、戸が閉ま

らないことを確認する。 

 取り付け状態の良否を点検する。 

①取り付け状態の良否を点検する。 

②作動の良否を点検する。 

 取り付け状態の良否を点検する。 

①ケーブルの取り付け状態の良否を点検する。 

②昇降機に直接関係のない配管配線がないこ

とを確認する 

 作動の良否を点検する。 

①作動の良否を点検する。 

②取り付け状態の良否を点検する。 

①給油機能の異常の有無を点検する。 

②油量の適否を点検する。 

 ドア閉端で自動的に閉じる機能に異常がな

いことを確認する。 

①取り付け状態及び作動の良否を点検する。 

②ハンガーのおどり止めの状態が適切である

ことを確認する。 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

６Ｍ 

６Ｍ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

６Ｍ 

６Ｍ 

６Ｍ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

３Ｍ 

６Ｍ 

６Ｍ 

６Ｍ 

６Ｍ 

６Ｍ 

６Ｍ 



作業箇所 作業項目 作業内容 周期 備考 

ロープ式エレベー

ター 

３ かごの周囲及び

昇降路 

(21)ドアレール 

(22)終端階強制減速

装置 

(23)昇降路 

①取り付け状態の良否を点検する。 

②磨耗及びさびの有無を点検する。 

 作動の良否を点検する。 

①画出入り口敷居下部の保護板の取り付け状

態の良否を点検する。 

②エレベーターに係る設備以外のものの有無

を点検する 

③昇降路の亀裂及び損傷の有無を点検する。 

④地震その他の振動でかご及びロープが昇降

路内の壁、機器等と接触しない措置が施され

ていることを確認する。 

６Ｍ 

６Ｍ 

１Ｙ 

１Ｙ 

６Ｍ 

１Ｙ 

１Ｙ 

エレベーター以

外に係る設備以

外のものがある

場合の撤去（※）

亀裂又は損傷があ

る場合の精密調査

（※）

接触のおそれがあ

る場合の修理（※）

４ 乗場 

 乗場ボタン及び

表示灯 

 非常解錠装置 

 乗場の戸及び敷

居 

①乗場ボタンの作動の良否を点検する。 

②表示灯の球切れの有無を点検する。 

③取り付け状態の良否を点検する。 

 解錠に支障がないことを確認する。 

①ドアシュー及び敷居溝の磨耗の有無を点検

する。 

②取り付け状態の良否及び戸の隙間の適否を

点検する。 

３Ｍ 

３Ｍ 

３Ｍ 

１Ｙ 

３Ｍ 

１Ｙ 

５ ピット 

 環境状態 ①漏水の有無を点検する。 ６Ｍ 漏水がある場合の

精密調査及び修理

（※）

汚れ又はエレベータ

ーに係る設備以外の

ものがある場合の清

掃又は撤去（※）



作業箇所 作業項目 作業内容 周期 備考 

ロープ式エレベー

ター 

５ ピット 

 緩衝器 

 ガバナロープ用

及びその他の張り

車 

 移動ケーブル 

 下部ファイナル

リミットスイッチ 

 つり合いロープ

（鎖）及び取付け部 

 つり合いおもり

底部隙間 

 タイダウンセー

フティ 

 耐震対策 

②汚れ及びエレベーターに係る設備以外のも

のの有無を点検する。 

①取り付け状態の良否を点検する。 

②スプリング又はプランターのさびの有無を

点検する。 

③作動油の油量の適否を点検する。 

①走行中に、音の異常のないことを確認する。 

②ロープ溝の磨耗の有無を点検する。 

③ピット床面との隙間の適否を点検する。 

①かごの運行時に、揺れ及び捩れに異常のない

ことを確認する。 

②取り付け状態の良否及び損傷等の有無を点

検する。 

①取り付け状態の良否を点検する。 

②作動の良否を点検する。 

 取り付け状態の良否及びさび、磨耗、破断等

の有無を点検する。 

 かごが最上階に着床している時のつり合い

おもりと緩衝器との距離及びかごが最下階

に着床している時のかごと緩衝器との距離

が規定値にあることを確認する。 

 取り付け状態の良否を点検する。 

 地震その他の振動で、かごがピット内の機器

と接触しない措置が施されていることを確

認する。 

６Ｍ 

６Ｍ 

６Ｍ 

１Ｙ 

３Ｍ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

６Ｍ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

１Ｙ 

油入式の場

合に限る。 

接触のおそれがあ

る場合の修理（※）

６ 付加装置 

 地震時管制運転

装置 

 停電時自動着床

装置 

 オートアナウン

ス装置 

 動作の良否を点検する。 

①動作の良否を点検する。 

②バッテリー液に不足がないことを確認する。 

 動作の良否を点検する。 

１Ｙ 

１Ｙ 

３Ｍ 

６Ｍ 

注） 周期の「３Ｍ」は３ヶ月に１回。「６Ｍ」は６ヶ月に１回。 

「１Ｙ」は１年に１回行うことを意味する。 



別表-Ⅰ

機器温度

接触器動作状態

制御機器動作状態

ブレーキ動作状態

戸の開閉状態

ドアスイッチ動作状態

押ボタン動作状態

点灯状態

インターホン電源電圧状態

点灯状態

戸の開閉状態

ドアスイッチ動作状態

押ボタン動作状態

動作状態

起動状態

加速状態

一定速走行状態

減速状態

着床状態

(注１)照明の種類により対象外となる場合があります。

別表-Ⅱ

(注１)診断対象となる異常音は音声帯域のみです。

(注２)戸開閉診断時は、全ての階で戸が開閉します。

(注３)外部連絡装置機能診断時はかご内ブザーが鳴動します。

＜留意事項＞

①診断運転の時間帯は午前1時～5時の間です。

②ｴﾚﾍﾞｰﾀｰのご利用が頻繁な場合､電源が遮断されている場合､休止中及びｻｰﾋﾞｽ切放し階では遠隔診断は実施できません。

○

○

○

○

VFGLBRN

○

○

○

○

分類

　加減速度
　運転性能診断

運転機能
診断

　開閉負荷・開閉時間

　動トルク

診断メニュー

　戸開閉診断（注２）

診断内容

　フロア検出機能

　外部連絡装置機能診断(注３) 　かご内インターホン

　非常用動力バッテリー診断

　片側静トルク

　異常音(注１)

　制御スイッチ動作点

別表-Ⅰ　遠隔機器点検内容

別表-Ⅱ　遠隔診断内容

かごの戸

点検項目 点検内容

制御盤

設置環境

運転性能

制御関連機器

巻上機

かご操作盤

乗場関連機器

昇降路内関連機器

かご関連機器

安全スイッチ

乗場の戸

外部連絡装置

停電灯

かご内照明（注１）

乗場押ボタン

管制運転
機能診断 ○

　ブレーキ性能診断

　両側静トルク

　速度制御機能

　かご制御機器機能診断

　火災時管制運転機能診断（ＦＥＲ）

○

○

○

○

○

　非常停止機能

　積載質量検出センサー診断

　地震時管制運転機能診断（ＥＥＲ）

○



札幌市社会福祉総合センター 弱電設備保守管理業務仕様について 

１ 対象設備 

 全館放送設備（非常放送設備を含む） 

 ナースコール設備 

 全館電気時計設備 

 インターホン設備 

 大研修室音響・映像設備 

 視聴覚兼会議室音響・映像設備 

大広間音響設備 

 ITV装置 

２ 業務内容 

  別添「点検整備要領」による。 

３ 業務計画 

  実施にあたって、計画書を提出し承認を得ること。 

４ 結果報告 

 整備結果は内容、使用資材、使用量、設備の異常の有無、処置を記載した報告書に

必要書類を添付の上、実施の都度報告し承認を得ること。 

 故障修理等を行った場合は、内容、使用資材、使用量、処置を記載した報告書を提

出する。 

５ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、その氏名等を報告する。 

 故障等が発生または発生の恐れがある場合には、速やかに専門技術者により修理等

の処置を行う。 

 業務の遂行にあたって、不注意により生じた故障、破損及び事故等は一切指定管理

者において責任をもって処理すること。 

 対象設備のうち「非常放送設備」については、有資格者による消防法に基づく点検

を実施し、点検結果を所定の様式により報告すること。 

   なお、点検周期は外観・機能点検は年1回、総合点検は年1回とする。 
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別添 

点 検 整 備 要 領

設  備 点 検 回 数（年間） 

全館放送設備 ２回 

ナースコール設備 ２回 

全館電気時計設備 １回 

インターホン設備 １回 

大研修室音響・映像設備 １回 

視聴覚兼会議室音響・映像設備 １回 

大広間音響設備 １回 

ITV装置 故障時 

全館放送設備（２回） 数  量 

防災放送、一般放送ロッカ架 １ 

BGM 装置 １ 

ミキサー １ 

ＢＧＭ放送操作ユニット10局 １ 

非常放送操作ユニット30局 １ 

BGM用出力制御ユニット10局 １ 

非常放送用出力制御ユニット30局 １ 

電力増幅器（ＢＧＭ用） １ 

電力増幅器（非常用） ２ 

入力マトリクスユニット １ 

モニターユニット １ 

リレーユニット30局 １ 

その他のユニット 

非常電源ユニット １ 

天井スピーカー ２３１ 

その他スピーカー ２８ 

非常リモコン器 ２ 

一般リモコン器 １ 

マルチリモコン器 １ 

音量調節器 ５４ 

その他付属機器 



ナースコール設備（２回） 数  量 

卓上型親機 ４ 

天井スピーカー ６０ 

天井マイク   ６０ 

コンセント（呼出握りボタン用） ５８ 

呼出握りボタン ５８ 

廊下灯（表示灯） ６０ 

復旧スイッチ ６０ 

埋込形マイクスピーカー ５４ 

制御装置 １ 

幹線系統増幅器 １ 

トイレ呼出ボタン（引きひも７０ｃｍ） ６７ 

トイレ呼出ボタン １ 

ハンディナース主装置 １ 

基地局 ９ 

ハンディナース子機 ４ 

全館電気時計設備（２回） 数  量 

親機時計 １ 

子時計 １２８ 

インターホン設備（１回） 数  量 

インターホン呼出装置 １ 

大研修室音響・映像設備（１回） 数  量 

AVラック １ 

AV操作卓 １ 

メインスピーカー ２ 

天井スピーカー ４ 

スピーカーコンセント ２ 

マイクコンセント 8 

電動スクリーン １ 

電動暗幕 ２ 



プロジェクター １ 

卓上マイク １ 

ワイヤレスマイク（ハンド型） ６ 

ワイヤレスマイク（タイピン型） ２ 

視聴覚兼会議室音響・映像設備（１回） 数  量 

AV操作卓 １ 

メインスピーカー ２ 

電動暗幕 １ 

電動スクリーン １ 

プロジェクター １ 

卓上マイク １ 

ワイヤレスマイク（ハンド型） ２ 

ワイヤレスマイク（タイピン型） １ 

大広間室音響設備（1回） 数  量 

AV操作卓 １ 

メインスピーカー ２ 

卓上マイク １ 

ワイヤレスマイク（ハンド型） １ 

ワイヤレスマイク（タイピン型） １ 

フロアマイクコンセント １ 

ITV装置（故障時） 数  量 

守衛室ロッカ架 

 １５型カラー液晶モニター １ 

２６型カラー液晶モニター １ 

 シーケンシャルスイッチ １ 

カメラコントロール装置４台用（屋外用） １ 

カメラコントロール装置8台用（屋内用） １ 

 デジタルディスクレコーダ １ 

 電源端子部 １ 

中央監視室ロッカ架 

 １５型カラー液晶モニター ２ 

電源端子部 １ 

長生園宿直室ロッカ架  



２６型カラー液晶モニター １ 

 デジタルディスクレコーダ １ 

 カメラコントロール装置８台用 ２ 

 電源端子部 １ 

総合センター 

 地下駐車場カラ－カメラ １ 

 １階正面玄関前カラーカメラ ２ 

 同上カラーカメラ用ハウジング ２ 

 １階エレベーター前カラーカメラ １ 

 ２階エレベーター前カラーカメラ １ 

３階エレベーター前カラーカメラ １ 

４階エレベーター前カラーカメラ １ 

１階風除室２カラーカメラ １ 

長生園 

 １階カラーカメラ ４ 

 ２階カラーカメラ ６ 

 ３階カラーカメラ ６ 



札幌市社会福祉総合センター 冷温水機保守管理業務仕様について 

１ 対象設備 

  吸収冷温水（ RCP-GN010FE）２基 

２ 業務内容 

 年２回、検査資格者による設備全般の精密点検を行うとともに、安全装置の機能試

験を実施に、指定の様式により報告する。 

 別添「点検整備要領」に基づく修理または部品取替及び点検整備を行う。 

３ 業務計画 

  実施に当たって、計画書を提出し承認を得る。 

４ 結果報告 

 整備結果は内容、使用機材、使用量、設備異常の有無、処置等を記載した報告書に

必要書類を添付の上、実施の都度承認を得る。 

 故障修理を行った場合は、内容、使用機材、使用量、処置等を記載した報告書を提

出する。 

５ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、その氏名等を報告する 

 故障等が発生または発生する恐れのある場合は、速やかに専門技術者により処置す

る。 

 業務の遂行にあたって、不注意により生じた故障、破損及び事故等は一切指定管理

者において責任をもって処理すること。 
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別添 

点 検 整 備 要 領 

１ 冷房時作業内容 

整 備 項 目 作 業 内 容 等 

１ 冷房運転前整備  本体付属バルブ確認 

 ア 濃度制御電磁弁動作点検 

 イ 希釈電動弁作動 

 保安装置点検 

 ア サーモスタッド関係点検 

 イ 圧力スイッチ関係点検 

 ウ 炎検出器清掃 

 気密状況確認 

 高温再生器ガス関係漏洩確認 

 ア 遮断弁 

 イ テストコック 

 ウ パイロット部及びジョイント部 

 各フランジ部増締 

 操作盤並びに電気関係点検整備 

２ 冷房試運転調整  各保安装置設定 

 自動制御装置調整 

 燃焼調整・フレーム電流測定及び空燃比調整 

 真空ポンプによる抽気 

 アブソーバーロスの測定 

 吸収溶液調整（分析結果にて測定） 

 総合運転調整及びデータ採取 

３ シーズン中巡回点検  運転状況調査 

 運転日誌による異常有無確認及び指導 



２ 暖房時作業内容 

整 備 項 目 作 業 内 容 等 

１ 暖房運転前整備 
 本体付属バルブ確認 

 ア 濃度制御電磁弁動作点検 

 イ 希釈電動弁作動 

 保安装置点検 

 ア サーモスタッド関係点検 

 イ 圧力スイッチ関係点検 

 ウ 炎検出器清掃 

 気密状況確認 

 高温再生器ガス関係漏洩確認 

 ア 遮断弁 

 イ テストコック 

 ウ パイロット部及びジョイント部 

 各フランジ部増締 

 操作盤並びに電気関係点検整備 

 冷却水水室内水抜き作業 

 チューブ清掃 

 ア 吸収器水室カバー開放、水室及びチューブ内面毛

ブラシ洗浄 

 イ 凝縮器水室カバー開放、水室及びチューブ内面毛

ブラシ洗浄 

 ウ 蒸発器水室カバー開放、水室及びチューブ内面毛

ブラシ洗浄 

２ 暖房試運転調整  各保安装置設定 

 自動制御装置調整 

 燃焼調整・フレーム電流測定及び空燃比調整 

 真空ポンプによる抽気 

 総合運転調整及びデータ採取 

３ シーズン中巡回点検  運転状況調査 

 運転日誌による異常有無確認及び指導 

 溶液サンプリング及び分解試験 



社会福祉総合センター 冷却塔設備保守管理業務仕様について

１ 対象設備 

  冷却塔（MXW-U180ASSW 2セル）1基 

２ 業務内容 

 年２回、検査資格者による設備全般の精密点検を行うとともに、安全装置の機能試

験を実施に、指定の様式により報告する。 

 別添「点検整備要領」に基づく修理または部品取替及び点検整備を行う。 

３ 業務計画 

  実施に当たって、計画書を提出し承認を得る。 

４ 結果報告 

 整備結果は内容、使用機材、使用量、設備異常の有無、処置等を記載した報告書に

必要書類を添付の上、実施の都度承認を得る。 

 故障修理を行った場合は、内容、使用機材、使用量、処置等を記載した報告書を提

出する。 

５ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、その氏名等を報告する 

 故障等が発生または発生する恐れのある場合は、速やかに専門技術者により処置す

る。 

 業務の遂行にあたって、不注意により生じた故障、破損及び事故等は一切受託者に

おいて責任をもって処理すること。 
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別添 

点 検 整 備 要 領 

整 備 項 目 作 業 内 容 等 

１ シーズンイン点検  外観点検 

 ファンカバー取外し 

 Ｖベルト調整 

 下部水槽清掃 

 各バルブ確認 

 絶縁測定 

 試運転調整 

２ シーズンオフ点検  外観点検 

 ファンカバー取付 

 Ｖベルト調整 

 各バルブ確認 

 コンプレッサー使用による熱交換器水抜き 



札幌市社会福祉総合センター 電話設備保守管理業務仕様について 

１ 対象機器等 

 NECアスパイアX 

 局線 

 専用線 

 内線機 

 多機能電話機 

２ 点検時期 

  毎月１回（故障時、緊急時を除く） 

３ 業務内容 

 別添「点検整備要領」に基づく電話設備の定期点検、試験、記録、保守及びその他

必要な修理 

 電話設備の保守に関するNTTへの届出書報告事務の代行 

 業務実施後の結果報告 

 故障等の場合の速やかな設備の修理、復旧 

 通常の故障、または修理中の機器の性能に関する責任 

４ 業務計画 

  実施にあたって、計画書を提出し承認を得ること。 

５ 結果報告 

 整備結果は内容、使用資材、使用量、設備の異常の有無、処置を記載した報告書に

必要書類を添付の上、実施の都度報告し承認を得ること。 

 故障修理等を行った場合は、内容、使用資材、使用量、処置を記載した報告書を提

出する。 

６ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、また監督者が不在または事故あると

きの補助者として監督代行者を若干名選任し、その氏名等を報告すること。 

 故障等が発生または発生する恐れがある場合は、速やかに専門技術者により修理等

の処置をする。 

 業務の遂行にあたって、不注意により生じた故障、破損及び事故等は一切受託者に

おいて責任をもって処理すること。 
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別添 

点 検 整 備 要 領 

点検整備項目 作 業 内 容 

１ 中央処理系統 
 中央制御装置点検 

 システム制御装置点検 

 外観点検 

２ 通 話 路 系 統 
 各トランク機能試験 

 通話路試験点検 

 ＭＢ動作確認 

 外観点検 

３ 電 源 装 置  整流器入出力電圧確認 

４ 構 内 点 検  本配線盤、端子盤点検 

５ 清 掃  機器清掃 

６ 局線、局線表示整備  局線発信、着信試験 

 ランプ点燈状態確認 

７ 専用線整備  ＬＬ専用線発信、着信試験 

８ 多機能電話器点検  通話、機能確認 



札幌市社会福祉総合センター自家用電気工作物保安管理業務仕様について 

１ 業務内容 

 経済産業省令で定める技術基準の規定に基づき、自家用電気工作物の定期的な点検、

測定及び試験を行う。 

 電気事故その他電気工作物に異常が発生し又は発生するおそれがある場合に、事故

原因等の究明をし、応急措置を行うとともに、再発防止に努め、必要に応じて臨時点

検を行い、電気事業法第第 106 条の規定に基づく電気関係報告規則に定める電気事

故報告を行う。 

 電気事業法第107条第2項に規定する立入検査に立会う。 

 必要に応じて、自家用電気工作物の工事について、設計審査、竣工検査、工事中の

点検、経済産業大臣への手続業務、技術業務等を行う。 

２ 対象自家用電気工作物 

 ・設備内容 

  ①設備容量～450KVA 

  ②受電電圧～6.6KV 

  ③非常用予備発電装置（容量）～200KVA（１基） 

３ 点検頻度 

 月次点検（通常運転状態で行う点検）：隔月１回 

 年次点検（停電させて行う点検）：毎年１回 

設置、改造等の工事期間中に行う点検：毎週１回 

 臨 時 点 検         ：必要の都度 

４ その他 

 電気事業法施行規則に基づき、保安業務担当者を選任する。 

 保安業務担当者は、必要に応じ他の保安業務担当者（以下「保安業務従事者」とい

う。）に、保安管理業務の一部を実施させることができる。 

 保安業務担当者及び保安業務従事者には、保安業務従事者証を常に着用すること。 

 保安業務担当者及び保安業務従事者は、必要に応じ補助者に業務の実施を補助させ

ることができる。 
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札幌市社会福祉総合センター 非常用発電機保守管理業務仕様について 

１ 対象機器 

  非常用発電機 三菱 PG275 １機 

         原動機ヂーゼル機関 起動用直流電源設備 

         ２００V ５５７A エンジンSGB-PTK 

２ 業務内容 

 検査資格者により、総合負荷試験及び機能点検を各１回実施し、消防署指定の様式

により報告する。 

 別添「点検整備要領」に基づく修理及び点検整備を行う。 

３ 業務計画 

  実施に当たって、計画書を提出し承認を得ること。 

４ 結果報告 

 整備結果は内容、使用資材、使用量、設備の異常の有無、処置を記載した報告書に

必要書類を添付の上、実施の都度報告する。 

 故障修理等を行った場合は、内容、使用資材、使用量、処置を記載した報告書を提

出する。 

５ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、その氏名等を報告する。 

 故障等が発生または発生の恐れがある場合は、速やかに専門技術員により修理等の

処置をする。 

 業務の遂行にあたって、不注意により生じた故障、破損及び事故等は一切指定管理

者において責任をもって処理すること。 
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別添 

設 備 概 要

設備項目 機器名 単位 数量 説 明 

非常用発電機 

三菱 PG275 

200V 557A 

50KHZ 200KVA 

エンジンSGB-PTK 

機 １ 

原動機 ヂーゼル機関 

起動用直流電源設備 

力率 ８０％ 

240馬力 1,500RPM 

点 検 要 領

№ 設 備 名 称 点 検 項 目 

非常用発電機 

 昭和 50 年 10 月 16 日付消防庁告示第 14 号「消防

用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書

に添付する点検表の様式」及び昭和 50 年 11 月 13 日

付消防安第 168 号消防庁安全救急課長通達「消防用設

備等の点検要領」による。 

点 検 工 程 表

設 備 名 称 点検区分 
点検周期 

備 考 
3 ヶ月 6ヶ月 1年 

非 常 用 発 電 機 

機 能   ●  

総 合   ●  



札幌市社会福祉総合センター 真空式温水ボイラー保守管理業務仕様について 

１ 対象機器 

  真空式温水ボイラー ２基 

  （昭和鉄工CVM-6003G-WH 昭和ガスバーナーRG-110S） 

２ 業務内容 

 点検整備事項 

  ア 燃焼室点検清掃       一式 

  イ 本体真空装置点検      一式 

  ウ ガスバーナーガス漏れ点検  一式 

  エ 制御器作動点検       一式 

  オ 警報装置試験        一式 

 年１回、検査資格者による設備全般の整備点検を行うとともに、年２回、保安点検

及び安全装置の機能試験を実施し、指定する様式により報告する。 

 対象機器等の修理または部品取替及び点検整備を実施する。 

３ 業務計画 

  業務実施に当たって、計画書を提出し承認を得ること 

４ 結果報告 

 整備結果は内容、使用資材、使用量、設備異常の有無、処置等を記載した報告書に

必要書類を添付の上実施の都度承認を得ること。 

 故障修理等を行った場合は、内容、使用資材、使用量、処置等を記載した報告書を

提出する。 

５ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、その氏名等を報告する。 

 故障等が発生または発生の恐れがある場合は、速やかに専門技術者により修理等の

処置を行う。 

 業務の遂行にあたって、不注意により生じた故障、破損及び事故等は一切受託者に

おいて責任をもって処理すること。 
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社会福祉総合センター 非常/火災通報装置保守業務仕様について 

１ 対象機器 

  非常/火災通報装置 （ＰＥＦ－５００Ｆ形） 

２ 業務内容 

 巡回保守（年４回） 

  ア 通報装置の機能試験 

  イ ボタン試験 

  ウ その他必要な保守 

 毎月１回定時または自動で行う機械保守 

３ 結果報告 

 整備結果は内容、使用資材、使用量、設備異常の有無、処置等を記載した報告書に

必要書類を添付の上実施の都度承認を得ること。 

 故障修理等を行った場合は、内容、使用資材、使用量、処置等を記載した報告書を

提出する。 

４ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任し、その氏名等を報告する。 

 故障等が発生または発生の恐れがある場合は、速やかに専門技術者により修理等の

処置を行う。 

 業務の遂行にあたって、従業員の事故防止に十分な配慮をするとともに、事故に対

する一切の責任を負うこと。 
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札幌市社会福祉総合センター運動浴室水質検査（レジオネラ菌・大腸菌）業務の仕様について

１ 業務内容 

  水質に関する関係法令を遵守し、毎月１回、施設管理者が指定する日に技術者を派遣

し、運動浴室の水質検査（レジオネラ属菌、大腸菌群）を実施する。 

２ 検査方法 

  関係法令及び通知等で定める検査方法を用いて検査する。 

３ 検査結果の報告 

  検査の都度、水質検査報告書を作成し、速やかに報告する。 

４ その他 

 作業従事者に作業服、腕章を着用させること。 

 必要な作業用具を用意し、検査を行うこと。 

 業務中において、施設及び器具に損傷を与えた場合は、速やかに修復すること。 
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札幌市社会福祉総合センター 除排雪業務仕様について 

１ 対象場所 

  次に掲げる場所の除排雪を実施する。 

 正面駐車 場 ３２８．９㎡ 

 東 側 構 内 １８１．３㎡ 

２ 業務内容 

 除雪時や吹溜まり等で積もった敷地内の雪を除雪し、駐車場及び構内の

環境整備と安全確保を図る。 

 駐車場及び構内に積もった雪を排雪する。 

 その他、駐車場及び構内の安全を確保するための必要な業務を行う。 

※積雪によるロードヒーティング部、非ロードヒーティング部間に発生する段

差の切削、緩和を含む。 

 午前５時以前に降雪が１０ｃｍ以上のとき、または、１０ｃｍに満たな

くても除雪作業が必要と想定される時、除雪作業を行う。 

 除雪作業は、午前 6 時 30 分以降より開始するものとし、午前 8 時までに

終了させること。 

 運搬排雪は、札幌市指定の雪堆積場に運搬する。 

３ 作業の報告 

  除雪作業終了時に、除雪作業確認表を添付の上、速やかに提出し検査を受

けること。 

４ 身分証明書の携帯 

  作業従事者に身分証明書を交付し常時携帯させる。 

５ 事故防止の注意 

  作業の実施にあたって、総合センターの利用者や作業従事者の事故防止に

十分配慮するとともに、事故に対する一切の責任を負う。 

６ 損害賠償 

  作業の実施にあたって、ロードヒーティング、ガラス、その他総合センタ

ーの施設・設備等の破損のないよう十分注意する。また、受託者の責に帰す

べき事由により、破損等したときは、その損害を賠償しなければならない。 
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自動ドア保守点検業務委託仕様書 

１ 保守管理対象物 

ナブテスコ製自動ドア開閉装置 ＶＳ型（４台） 

２ 業務内容 

(1) ６ヶ月に１回、自動ドア開閉装置及び附属機器の保守点検業務を行うこと。業務内容は次の

通りとする。 

   ① 異常の有無の確認 

② 機器の清掃、注油及び一般調整 

   ③ 機器の自然損耗部品の修復、調整、予防保全処置 

   ④ 部品の交換 

   ⑤ 機器の障害の修復及び分解整備

 (2) 保守点検の項目は次のとおりとする。 

  ① サッシ部    

ア 無目点検カバーの取付け状態 

イ ガイドレール内の状態 

ウ 扉の状態(傷及び動作時の異音) 

エ フレ止め・扉ガイドの取付け状態 

オ 指詰防止(30mm のクリアランス確保) 

カ 隙間(全閉時の戸先、ドアと無目、方立、ガイドレール) 

  ② 懸架部     

ア ハンガーレール、吊車の汚れ、磨耗及び損傷 

  イ 踊り止め隙間 

ウ ストッパー、ハンガーレール、吊車の取付け状態 

  ③ 動力作動部 

ア 手動開閉の動作確認及び異音の有無 

    イ エンジンの取付状態 

    ウ 駆動軸の変形、磨耗 

    エ プーリーの変形、磨耗(駆動・従動) 

   オ ベルト・チェーン・ワイヤーの張り、磨耗及び取付状態 

④ 制御装置 

  ア 開速度・閉速度の調整及び点検報告書に数値記載 

    イ クッション作用の調整及び点検報告書に数値記載 

    ウ 開き保持時間(秒)の調整及び点検報告書に数値記載 

    エ 開閉回数の確認及び点検報告書に数値記載 

⑤ センサー部 

ア 外側起動センサー作動状況確認 

    イ 内側起動センサー作動状況確認 
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    ウ 補助センサー作動状況確認 

⑥ 電気回路 

ア 総合動作(通常開閉動作・反転動作) 

    イ 配線の支持・接続状態及び被覆の亀裂の有無 

ウ 測定機器（テスター）による電圧の測定

エ 測定機器（メガー計）による漏電の検査

(3) 部品交換、分解整備は、予め了承を得たうえで、指定管理者の判断により行う。 

(4) 定期点検に於いて調整した箇所、部品交換した箇所を報告し記録すること。 

(5) 定期保守点検後、保全又は修繕が必要な箇所を発見した場合、点検報告書を基に保守技術者

と打合せし、予防保全策を検討し速やかに報告するものとする 

３ 資格 

保守技術者として、厚生労働省認定一級または二級自動ドア施工技能士（施工技能士と同行す

る補助作業員を含む）が従事すること。 

４ 業務計画書の提出 

  業務遂行のための作業計画書を委託者へ提出し、承認を受けること。 

５ 結果報告 

 (1) 保守作業終了後、保守点検報告書を提出すること。 

 (2) 緊急修理対応時は、修理完了後に作業報告書を提出すること。 

 (3) 提出した各報告書は３年間保管し、提出を求めた際は速やかにすること。 

６ その他 

(1) 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの補助者と

して監督代行者を若干名選任し、その氏名等を報告すること。 

 (2) 故障等が発生または発生の恐れのある場合は、速やかに専門技術者により処置すること。 

 (3) 業務の遂行にあたって、不注意により生じた故障、破損及び事故等は一切指定管理者におい

て責任をもって処理すること。  

  (4) 発注者は、第三者機関立会いの下、仕様内容に関して、履行状況の確認を行うことができる

ものとする。 



札幌市社会福祉総合センター緑地管理業務仕様について 

１ 業務内容 

 巡回点検 

   定期的に総合センター緑地部及び花壇部を巡回し、常時その状態を把握し、それぞ

れの状態に応じた適切な養生、手入れ及び清掃を実施すること。 

 樹木等の手入れ 

  ①刈込、枯枝切などの樹木管理(総合センター中庭を含む)を実施し、薬剤の散布を 

年 3回以上行うこと。 

  ②総合センター１階アトリウムの観葉植物ベンジャミン(樹木の高さ１．５メートル、

直径３０センチ、高さ３０センチの鉢物３基)の刈込、枯枝切などの樹木管理を実施

し、薬剤の散布を年3回以上行うこと。    

 芝生等の手入れ 

   芝生刈込を毎月１回、施肥及び植込部除草を年2回以上行うこと。 

 庭園の保守管理 

   暴風雨等により庭園、樹木や花弁等に損傷を受けた場合または損傷を受けるおそれ

がある場合は、樹木等の切断及びその他庭園や花壇の養生を命ずることがある。 

 冬囲い 

   樹木の冬囲いは、11 月 20 日までに丸太、地竹、ムシロ等を使用して、凍害及び

積雪による冬枯れ等を予防すること。 

 前庭花壇の整備 

  ア 花苗類の植栽 

    5 月 31日までに花苗（700株以上）、鉢植物置等を総合センター前庭花壇に植

栽すること。 

イ 花苗類の撤去 

    11 月 30日までに花苗類を撤去し、現状回復させること。 

 中庭の整備について 

 ア 雑草等の処理 

   雑草の刈り取りを年３回行うこと。 

 イ 樹木等の手入れ 

   低木１３株の刈込を年１回行うこと。 

 ウ 落ち葉清掃 

   落ち葉の清掃を年１回行うこと。 

 その他、業務遂行のために必要とする業務 

２ 作業計画書の提出 

  作業計画書を提出し承認を受けること。当該計画を変更する場合には、その内容につ

いて文書で提出し承認を受けること。 
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３ 作業報告等 

  作業期間中、毎日実施した作業の「作業報告書」を提出し、業務完了の後に検査を受

ける。また、検査の結果が不合格の場合には、指示する方法により再度作業を実施しな

ければならない。 

４ その他 

 業務執行を指揮監督するため、監督者を定め、監督者が不在または事故あるときの

補助者として監督代行者を若干名選任すること。 

 作業の実施にあたって、従業員の事故防止に十分な配慮をするとともに、事故に対

する一切の責任を負うこと。 

 作業従事者に対して所定の服装及び腕章を着用させること。 



 札幌市社会福祉総合センター案内業務仕様について 

１ 業務内容 

 受付案内業務のために案内員を置き、センター利用者への案内等を行う。 

 平日の夜間、土曜日、日曜日及び祝日については、案内業務のほかに備付物品の貸

出及び管理、貸会議室の開・施錠業務などを別添「案内業務実施要領」に基づいて実

施すること。 

２ 業務時間等 

  休館日（12 月 29 日から翌年 1 月 3 日まで）を除く受付案内業務時間は、次の通りと

し、案内員（必要数）を常に配置する。 

 業 務 時 間 

休館日を除く 

全ての日 
８時４５分から２１時３０分 

  ただし、上記の勤務時間以外であっても、センターの行事等によっては、勤務時間を

延長することができる。 

３ 案内日誌 

  実施した業務結果を毎日日誌に記載し、翌日提出すること。 
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 別 添 

案 内 業 務 実 施 要 領 

業 務 項 目 業 務 内 容 備考 

１ 案内カウンター 

(1) 来館者に対する的確な案内及び指示 

(2) 土、日、祝日の貸会議室等の開錠 

(3) 使用承認書を確認の上、貸会議室の開錠を行

うこと。 

(4) 土、日、祝日の４階ボランティア活動センタ

ー活動室、印刷室、研修室Ａ・Ｂの開錠 

(5) センター総合案内の記載 

(6) １階アトリウム設置のコピー機の管理 

(7) センターの管理に係る苦情等の施設管理者へ

の連絡 

(8) 土、日、祝日、夜間の電話対応 

２ 貸会議室管理 (1) 貸会議室前案内板の記載 

(2) 土、日、祝日、夜間の貸会議室等の使用終了

時間の確認 

(3) 土、日、祝日、夜間の使用終了室等の火災予

防点検 

(4) 土、日、祝日、夜間の使用終了室等の電気機

器等のスイッチ及び窓等開閉部分の施錠確認 

(5) 土、日、祝日、夜間の貸会議室利用者へのビ

デオプロジェクター等の貸出備品の取扱い説明 

(6) 貸出備品返却時の異常等の有無の確認 

３ ４階ボランティ

ア活動センター活

動室、印刷室、研

修室Ａ・Ｂ管理 

(1) ボランティア活動センター前案内板の記載 

(2) 土、日、祝日、夜間の活動室等の使用終了時

間の確認 

(3) 土、日、祝日、夜間の使用終了室等の火災予

防点検 

(4) 土、日、祝日、夜間の使用終了室等の電気機

器等のスイッチ及び窓等開閉部分の施錠確認 

(5) 土、日、祝日、夜間の、研修室Ａ・Ｂ利用者

へのビデオプロジェクター等の貸出備品の取扱

い説明 

(6) 貸出備品返却時の異常等の有無の確認 

４ その他 
上記のほか、案内業務の遂行上必要とする事項

は、別途指示に従うこと。 



札幌市社会福祉総合センター　備品一覧（市が調達するもの） 別表１

備 品 名 備 考

102 部課長用机 2

104 机 2

106 会議用机 172

109 応接セット 1

112 閲覧テーブル 1

113 テーブル 14

116 平デスク 2

202 部課長用いす 1

204 受付用いす 1

205 会議用いす 503

207 ＯＡ用いす 5

208 来客用いす 43

212 椅子 16

301 更衣ロッカー（１人用） 1

302 更衣ロッカー（２人用） 1

305 書庫 14

306 移動式書庫 3

308 食器棚 5

310 キャビネット 4

311 衣服掛 12

312 つい立て 3

313 かさ立て 2

314 講演台 3

316 案内板 16

318 いす用台車 6

320 行事予定版 1

322 更衣ロッカー（４人用） 1

323 雑誌架 1

326 台車 1

327 中量棚 8

329 データバインダワゴン 1

331 展示台 4

332 展示パネル 23

336 ファイル保管庫 3

349 コインロッカー 2

350 靴置き用棚 1

351 電話台 2

414 ＯＨＰ 1

420 オートスライド 1

423 １６ミリ映写機 1

424 35ミリスライド映写機 1

519 ピアノ 1

520 アンプ 2

601 絵画 4

605 パンフレット立 1

606 ホワイトボード 3

613 脚立 1

614 黒板消クリーナー 4

616 駐車場サイン 1

617 パーテーション 4

618 ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝﾛｰﾌﾟ 5

619 市旗 1

620 国旗 1

621 ブックトラック 1

623 プラントボックス 36

628 車止めポール 1

631 譜面台 1

数 量



備 品 名 備 考

ワイヤレスマイク 6

消火器 41

車いす 4

数 量

札幌市社会福祉総合センター　備品一覧（指定管理者が調達し札幌市に帰属するもの）　別表２



別表３ 

札幌市社会福祉総合センターの光熱水費の負担割合（Ｈ30年度以降） 

施 設 名 面積（㎡） 
水 道 料 金

負担割合（％）

電 気 料 金

負担割合（％）

ガ ス 料 金

負担割合（％） 

社会福祉総合センター
6,586.55

（62.7％）
３２.０ ６３.０ ６３.０

中央老人福祉センター 750.72

（7.2％）
３３.０ ７.０ ７.０

ひとり親家庭支援センター 412.97

（3.9％）
２.０ ４.０ ４.０

長 生 園 
2,752.92

（26.2％）
３３.０ ２６.０ ２６.０

総  計 
10,503.16

（100.0％）
１００.０ １００.０ １００.０

※ なお、実際の支払方法については、社会福祉総合センター指定管理者が一旦各料金

の支払いを行い、他の施設は各々の負担割合に応じた額を社会福祉総合センター指定

管理者に支払っている。 


